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⑲。@。額l 自然を大切にして

あ
な
た
は
、
朝
目
覚
め
た
と
き
、

ど
ん
な
言
葉
を
口
に
し
ま
す
か
？

日
ご
ろ
、
人
に
出
会
っ
た
と
き
、

素
直
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
え
ま
す

か
？町

で
は
「
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
」
の
一
環
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
人
の
心
を
開
く
カ

ギ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ

あ
い
さ
つ

運
動

美しいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬 (2) 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
図
る
上
で
大
切
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
「
日
ご
ろ
の
あ
い
さ
つ
」
の
励
行

か
ら
運
動
を
お
こ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
理
由
は
、

家
庭
環
境
・
親
の
し
つ
け
•
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
個

人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
い
さ
っ
運
動
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
モ
ラ
ル
の
改
革
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
モ
ラ
ル
の
改

革
と
は
心
に
風
を
お
こ
す
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
心
に
風
を
お
こ
し
「
風
の
町
・

あ
い
さ
つ
の
町
」
を
つ
く
っ
て
い
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

肱
川
町
で
も
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
九
百
四
十
九
人
、
高
齢
化

比
率
は
二
八
•
四
ゲ
と
な
り
、
三
・

五
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
し

こ。t
 総

務
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
民

の
八
〇
げ
が
老
後
の
生
活
に
不
安
を

感
じ
て
お
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
は
「
寝

た
き
り
や
痴
呆
症
に
な
っ
た
と
き
」

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
を
み
て
も
多
数
の
方
が
老
後
に

不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

福
郷
づ
く
り
運
動

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
が

し
た
い
。
そ
し
て
最
後
は
ポ
ッ
ク
リ

行
き
た
い
。
」
こ
の
こ
と
を
、
だ
れ

も
が
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を

か
な
え
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
元
気
な
今
の
時
代
か
ら
高
齢
者

福
祉
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
町

づ
く
り
を
町
民
一
体
と
な
っ
て
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

肱
川
町
で
は
今
、
風
お
こ
し
パ
ー

ト
II
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
そ
の
一

つ
と
し
て
、
「
福
祉
の
郷
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

「
肱
川
町
に
生
き
て
い
て
良
か
っ

た
」
そ
ん
な
町
づ
く
り
を
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
推
進
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
。

一
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
町
づ
く
り

に
関
す
る
意
識
調
査

▽
町
内
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
必

要
か
。
こ
れ
か
ら
の
在
宅
福
祉

の
在
り
方
は
。
障
害
者
の
た
め

の
住
宅
改
造
。
独
居
老
人
等
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
各
世
代
の

方
々
か
ら
意
見
を
聞
き
福
祉
施

策
に
生
か
し
ま
す
。

二
、
福
祉
施
設
の
整
備
、
運
営
に
関

す
る
調
査
研
究

▽
今
後
建
設
が
予
定
さ
れ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
託
老
所
、

老
人
給
食
セ
ソ
タ
ー
の
整
備
・

運
営
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
記
事

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
、
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
調
べ
に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

セ
ソ
タ
ー
に
登
録
し
て
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ボ
ラ
f
ノ
テ
ィ
方

活
動
の
推
進
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＿
二
、
福
祉
推
進
員
の
設
置

▽
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
関

す
る
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
町

内
各
地
区
ニ
ー
三
人
の
推
進
員

を
設
置
し
ま
す
。

四
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の

募
集

▽
だ
れ
も
が
で
き
る
こ
と
を
、
自

分
の
空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ

て
、
気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
＜

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は

「
小
さ
な
こ
と
」
か
ら
始
め
ま
す
。

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
・
提
言
・
実
践
し
て
い
き
ま
す

の
で
町
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
運

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
た

ち
の
明
る
い
将
来
に
向
け
て
共
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
約
五

0
0万
人
（
平
成
六
年
三
月
現
在
）
に

達
し
て
お
り
、
阪
神
大
震
災
で
は
こ

う
し
た
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、

そ
れ
ま
で
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
を
ま
っ

た
く
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人

が
数
多
く
参
加
し
、
活
躍
し
た
こ
と

は
ご
存
じ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
と
は

゜

•••••

• 
ボ
ラ
ソ

テ
ィ
ア
と
は
、

「
自
ら
意
志

を
持
っ
て
行
動
す
る
」
あ
る
い
は
、

「
喜
ん
で
何
か
を
す
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
人
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
無

理
に
行
う
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら

す
す
ん
で
行
う
こ
と
と
あ
リ
ま
す
。

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
と
い
う
と
、
「
助
け

て
あ
げ
る
」
と
か
「
自
分
を
無
に
し
て

人
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
は
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

活
動
を
通
し
て
自
分
を
高
め
た
り
、

自
分
を
磨
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
参
加
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

思
い
や
り
の
あ
る
人
に
や
さ
し
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
、
点
ラ
ソ
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
募
集
に
つ
い
て

は
後
日
広
報
に
て
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

連
絡

先

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進

担

当

宮

田

6
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四
ー

ニ
三
＿
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(3)⑲。⑲。図l 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

図 1

毎月納めた場合 前納した場合 1割引額

定
額

(12,300円
1年月IJ納の場合

保 X 12月） 144,040円
3,560円

険 147,600円
半年前納の場合

料

定付

72,980円xz145,960円 1,640円

額加 (12,700円 1年即納の場合

保＋保 X 12月） 148,720円
3,680円

険険 152,400円 半年前納の場合
1 料料 75,350円X2 150,700円

1,700円

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
八

年
四
月
か
ら
一
万
二
千
三
百
円
に

な
り
ま
す
。

0

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
、
六
カ
月
分
、
一
年
分

な
ど
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
保
険
料
は

割
り
引
か
れ
ま
す
。
（
図
1
)

0

保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
年
金
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

老 人 医療 費 （肱川町） （増 ぇ 続ける医嶽費）

1人当たり医療費(6年度）
698,374円

4億

3億

2億

1億

咽 61 62 63 亨 2
 

3
 

4
 

5
 

700人

600 

500 

400 

゜6 年度

医
療
費
は
、
年
々
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
人
口

の
高
齢
化
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
お
年
寄
り
に
な

る
と
、
病
気
に
な
り
や

す
く
し
か
も
治
り
に
く

く
な
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
割
合
が
多
く
な
り

ま
す
。
病
気
と
う
ま
く

つ
き
合
う
と
と
も
に
、

か
か
っ
た
医
療
費
に
も

関
心
を
も
ち
、
よ
り
よ

い
医
療
を
受
け
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一部負担金（平成8年4月～

外来受診
1つの医療機関について

1カ月 1,020円

1日 710円

入 院
ただし、住民税非課税
世帯の老齢福祉年金
受給者は 1日 300円
を2カ月間だけ。

老
人
医
療
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

四
月
か
ら
負
担
金
が
変
わ
り

ま
す

‘‘‘, 

興奮と迫力そして超緊張…

r--ー 第4回風の映画祭―--t
i し＊とき 4月13日（土） ！ 
} ＊ところ 風の博物館(2階）大ホール i i 
i ＊上映プ ログラム i 
t 16 : 00~ 17 : 30ライオンキング(90分） ；

i 
さ 18: 00~19: 55スピード (115分）！

：＊参加費 ； 
i 

i 区 分 当日券前売券 i
； : - 般 1,200円 1,000円 さ

i 高校生・シニア(65オ以上） 900円 800円 i 
i i ら小学生・中学生 500円 400円 さ

ヽi ※『風の映画会』会員は無料（会員募集中）し

t 幼児は無料（父兄同伴願います） ！ 、 、
l ＊前売券取扱所 i 
ヽ； 風おこし対策室（834-2311) f t 
i 風の博物館（834-2181) ; 

L------------------.J 

風
の
博
物
館
に
お
い
て
、

第
四
回
風
の
映
画
祭
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
作
品

は
、
親
子
で
楽
し
く
映
画
鑑

賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
映
画
の
長
篇
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ソ
大
新
作
と
、
恐
怖
の

時
限
爆
弾
を
か
か
え
猛
ス
ピ
ー

ド
で
疾
走
す
る
バ
ス
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
に
乗
せ
ら
れ
た
よ
う

な
感
覚
に
陥
り
観
客
に
迫
る

最
高
速
度
の
典
奮
と
迫
力
と

超
緊
張
の
世
界
に

一
秒
も
目
を
離
す

こ
と
が
で
き
な
い
ハ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ

ソ
映
画
の
二
作
品
を
上
映
い
た
し
ま

す
。
ご
家
族
お
友
だ
ち
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
『
風
の
映
画
会
』
会
員
の

募
集
も
同
時
に
行
っ
て
お
り
、
年
間

四
回
予
定
の
上
映
会
を
低
料
金
で
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
先
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

風

の

博

物

館

T II E 

LIONmNG 
ライオン•キンク



@。⑲。径］ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (4) 

恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が

二

月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
肱
川

中
学
校
で
来
賓
多
数
参
列
の
も
と
、

団
長
以
下
百
八
十

一
人
が
出
動
し
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雪
に
よ
り

グ
ラ
ウ
ソ
ド
状
態
が
悪
い
た
め
、
部

隊
訓
練
や
は
し
ご
操
法
な
ど
の
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
で
ぎ
ず
、

平
成
二
年
以
来
の
体
育
館
で
の
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

開
会
宣
言
の
後
、
二
月
九
日
東
京

の
日
本
消
防
会
館
に
お
い
て
、
日
本

消
防
協
会
よ
り
優
良
消
防
団
と
し
て

肱
川
町
消
防
団
に
受
章
さ
れ
た
表
彰

旗
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
活
動
に
お
け
る
功

績
と
永
年
勤
続
に
対
し
て
、
県
知
事

・

愛
媛
県
消
防
協
会
長
・
大
洲
喜
多
消

防
団
連
合
会
長
、
肱
川
町
長
表
彰
等

三
十
三
人
が
表
彰
を
受
け
、
又
、
一

般
の
協
力
者
二
人
に
対
し
て
肱
川
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
役
場
裏
の
河
原
で

一
斉
放
水
を
行
い
出
初
式
を
し
め
く

く
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
阪
神
大
震
災
と
い
う
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
肱
川
町
で
も
防

災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
町
民
の

か
け
が
え
の
な
い
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
訓
練
を
重
ね
よ
り

一
層
精
進
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

冨
永

幸
男

●
愛
媛
県
知
事
表
彰

（
肱
川
町
消
防
団

・
1
名）

（
大
洲
広
域
消
防
事
務
組
合

・
1
名）

功

労

章

副

団

長

消
防
司
令
補

●
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
肱
川
町
消
防
団

・
10
名）

功

績

章

第
2
分
団
分
団
長

勤

続

章

第
1
分
団
副
分
団
長

第
1
分
団
部
長

第
4
分
団
部
長

第

1
分
団
班
長

第

2
分
団
班
長

第
3
分
団
班
長

第

3
分
団
班
長

第
5
分
団
班
長

第
1
分
団
団
員

鳥

越

寛

二
宮
秀
一

堀

江

正

勝

白

岩

千

明

和

気

栄

一

岡

村

清

利

竹

田

厚

美

高

岡

和

正

川
上
富
士
雄

●
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

(12
名）

勤

続

章

第
1
分
団
班
長

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

久
保
田
昌
三

河

野

一

也

沖
永
賀
寿
男

宮

尾

菩

郎

藤

高

茂

治

上

仲

伸

二

石

家

清

三
瀕

常
川

次
男

幅
光

し
被
表
彰
者
名
簿
し

受章した日本消防協会表彰旗

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

●
肱
川
町
長
表
彰
(
9
名）

第
1
分

団

団

員

徳

本

第

1
分

団

団

員

城

戸

第
3
分

団

団

員

下

野

第
3
分

団

団

員

井

上

第
3
分

団

団

員

西

山

第
3
分

団

団

員

向

井

第

4

分

団

団

員

池

田

第
4
分

団

団

員

松

井

第

4

分

団

団

員

稲

田

●
肱
川
町
長
感
謝
状

（
一
般
協
力
者
）

肱
川
町
大
字
予
子
林

池
田

肱
川
町
大
字
予
子
林

橋
本

英
機

弘 伸英秀光一光幹
安功浩司幸幸幸二寿

No.〈土泊為切つい元〉＠ー
稲 へなどルてが 中

平田
や

り で 力 困 あ 最 心 は
1成 ぱ

、見 lらる近人じ
歳 6優？ り大掛にせとで物め
10年香か け夢ま ー はーま
か 5ち

男喜 ィ、広又
る中す

月月ゃ
のび 。ャ し

とで 自門きて

27ん 奥工今，分で‘
日逼 t 奮事‘ 二にす我
生野 ｛ま状現、ンと嫌°が

星
↓す態場 ヨ言な 家

°になべつ事 の

宮
コ

石

河

健

次

中
野
富
士
雄

東

直

一

宮

田

勝

利

堀

内

保

宏

河
野
勾
釦
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）
一

平
成

6
年

5
月
15
日
生

1
歳
1
0
か
月

毎
朝
、
元
気
な
足
音
で
目
覚

め
を
告
げ
、
お
父
さ
ん
の
お
見

送
り
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

女
の
子
ら
し
く
(
?
)
ま
ま
ご
と

が
大
好
き
で
す
。
テ
レ
ビ
と
あ

め
が
あ
れ
ば
と
て
も
ご
き
げ
ん
！

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
す
。

お父さん

弘安さん

お母さん

久美子さん

お父さん

一也さん

お母さん

真由美さん



(5)霧瞬 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂怨薔

肱
川
町
地
域
改
善
対
策
事
業
三
十

周
年
記
念
大
会
が
二
月
二
十
一
日
十

時
三
十
分
か
ら
風
の
博
物
館
で
亀
岡

秀
雄
氏
他
来
賓
多
数
お
迎
え
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
大
会
は
、

昭
和
四
十
年
に
同
和
対
策
審
議
会
答

申
が
な
さ
れ
て
以
来
、
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
等
の
立
法
措
置
に
よ
っ

て
地
域
改
善
対
策
事
業
は
全
国
に
お

い
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

肱
川
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十

一
年
度
か
ら
地
区
道
路
新
設
事
業
を

中
心
に
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
昭

和
四
十
八
年
に
肱
川
町
同
和
教
育
研

究
会
が
発
足
、
昭
和
五
十
二
年
に
は

肱
川
町
同
和
教
育
協
議
会
、
昭
和
五

十
六
年
に
肱
川
町
同
和
対
策
協
議
会

が
結
成
さ
れ
、
地
域
と
団
体
連
携
に

よ
る
物
心
両
面
に
よ
る
諸
活
動
と
事

業
推
進
を
図
っ
て
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
三
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
成
果

を
見
つ
め
、
現
状
を
認
識
し
、
課

題
を
見
直
し
、
さ
ら
に
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
自
覚
と
熱
意
を

新
た
に
す
る
た
め
に
記
念
大
会
を

っ
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

さ
わ
れ
ま
し
た
。

ヽし
記
念
大
会
に
先
立
ち
、
町
長
あ

ぁ長
い
さ
つ
、
肱
川
町
地
域
改
善
対
策

事
業
三
十
年
の
実
績
報
告
、
続
い

町

て
、
教
育
関
係
二
人
、
事
業
関
係

四
人
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
あ

と
、
引
き
続
い
て
十
一
時
三
十
分

か
ら
「
み
ん
な
が
歩
け
ば
道
に
な

る
」
と
題
し
て
元
肱
川
中
学
校
長

11町
地
域
改
善周

年

； 

Cを肱川町箆鯰 絵画展
応募してみませんか ；！

\~ 佐
川
敬
氏
の
記
念
講
演
が
あ

り
、
そ
の
後
、
祝
賀
会
に
移

り
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

こ
の
記
念
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。な

お
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

〈
教
育
関
係
〉

松

山

市

永

田

利

幸

氏

大

洲

市

米

岡

晋

氏

〈
事
業
関
係
〉

広

常

水

口

石

衛

氏

嘉

城

中

岡

義

信

氏

敷

水

森

岡

鶴

男

氏

中

野

亀

岡

義

春

氏＿
開
催
目
的

全
国
各
地
に
は
、

豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
全

国
の
美
術
作
家
が

題
材
指
定
地
を
訪

れ
、
地
域
の
風
物

や
文
化
に
接
す
る

機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
こ
う

し
た
地
域
を
描
い

た
作
品
の
展
覧
会

を
通
じ
、
地
域
の

観
光
P
R
と
地
域

の
活
性
化
に
資
す

る
事
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

二
出
品
作
品
の
内
容

①

種

目

絵
画
（
油
絵
・
日
本
画
・
水
彩
画
・

版
画
）

◎
作
品
の
サ
イ
ズ

F
8
号
l
F
2
0
号
以
内
（
額
縁
付

ガ
ラ
ス
無
）

◎
テ
ー
マ

肱
川
町
を
題
材
と
し
た
風
物

三

出

品

資

格

•
一
般
の
部

（
国
籍

・
性
別

・
経
験
は
問
わ
な

）
 

し
•
小
学
生
・
中
学
生

四
出
品
手
数
料

一
人
三
点
ま
で
六
千
円

小
学
生
・
中
学
生
は
無
料

五
入
選
・
表
彰
等

0

日
本
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

講演中の佑川敬氏

九
問
い
合
わ
せ
先

風
お
こ
し
対
策
室

(
6
三
四
ー
ニ
三
＿
＿
）

一
点
（
賞
金
十
万
円）

0

肱
川
町
長
賞

一
点
（
賞
金
十
万
円
）

0

近
代
日
本
美
術
協
会
賞

二
点
（
各
賞
金
五
万
円
）

0

肱
川
町
風
の
博
物
館
長
賞

一
点
（
賞
金
三
万
円
）

0

肱
川
町
教
育
長
賞

一
点
（
賞
金
三
万
円
）

0

ひ
じ
か
わ
風
の
町
賞

一
点
（
賞
金
三
万
円
）

そ
の
他
、
努
力
賞
・
奨
励
賞
等

尚
、
小
中
学
生
の
部
は
、
審
査
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
出
品
さ
れ
た

作
品
に
つ
い
て
は
展
示
い
た
し
ま
す
。

六
展
示
会
日
程
・
会
場
等

（
巡
回
展
）
肱
川
町
風
の
博
物
館

平
成
九
年
四
月
一
日
ー
四
月
三
十

日
ま
で

七

主

催

・

後

援

主
催
・
肱
川
町

・
愛
媛
県
地
域
を
描

く
美
術
展
運
営
委
員
会

後
援
•
愛
媛
県
・
愛
媛
県
教
育
委
員

会
・
肱
川
町
教
育
委
員
会
・

肱
川
町
公
民
館
・
川
上
商
工

会
他

八
搬
入
期
間
・
場
所

平
成
九
年
一
月
二
十
七
日
（
月
）
ー

二
月
七
日
（
金
）
ま
で
に
風
の
博
物

館
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
但
し
火
曜
日
は
除
く
）



@。⑲。別 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (6)

中津峰峠に公衆トイレ完成

平
成
七
年
度

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り、

中
津
部
落
峰
峠
に
公
衆
ト

イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
衆
ト
イ
レ

は
、

財
団
法
人
・
自
治
総
合
セ

ソ
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
費
と
し
て
受
け

入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
、
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
活
動
に
助
成
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
、
き
れ
い
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

平成 8年 1月に完成した公衆ト イレ

<； <; ＜； :: <； <; <; <; <； :； <; ＜; :; :: :; :； <; :： ＜; <; <; :: :: ＜; :: ＜; <: <； :: :: ＜: :: :: :: ＜； 
# # 

＜； だ い す を い り 八 <; 
＜； きム 、
:； 

ロの次‘開年肱
や まわでの以幕度川ヽ 痺［
＜；すせ と後式鹿町
＃ よの,...‘おーを野観 ‘ L. • 野：：
:；う＝、 ＼
:: ,....` う家り力＿ 川 光

勺し

た 誘 ま 事 行 つ 成[[>:E!i：： 鹿野川しゃくなげまつり行事日程表 ま：
:: 期日時間行事内容 場 所 ＃ 

:： 13:00～神事 つゃ
;; I 3 / 2 6 I 1s : oo---- 山、即紺珂神楽公演風のり広場
:: I 116: oo---- もちまき

り：：
＜； 
:; 4 /7 9:30～ 磨川町讐句大含風の博物館 0) ：: 
<: 4 /14 9 :00～ 宝物探し大会風の博物館 他 こ；::
＃ 

<: 4 /21 8 :30～ テ ニ ス大会 鹿鳴園テニスコート 身~ :: 
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<: ＃ 
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固定資産課税台帳

縦覧の延期について

を

と軽自動車などの廃車・変更等の

さ
だ 手続きはお早めに！
い運自種へい型十＾ きどでな れの 毎

°悶摯旦そ、；認喜信誓て庄tt；炉手胃悶腎
所協いれ役自以気機て

量
早な人に °者 月動

で会て以場動下、付くめつ‘所 に 一車
手 又は 外税 車-力‘自 だにた所有 課日税
続は‘の 務 にと百 転 9手人 有者 税現は
き陸軽車係 つ 小 二車； 続な者に さ在 ‘

〈
原
付
を
他
人
に

譲

っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
あ

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を

変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
自

賠
責
保
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
や
、

車
体
を
紛
失
し
た
場
合
〉

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場

に
来

て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡

し
た
時
は
、
身
内
の
人
に
名
義
変
更

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入

・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ

ー
プ
レ
ー

ト
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で

新
た
に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ

ソ

バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ

っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る
固
定
資
産
に
つ
い

て
、
そ
の
中
味
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
課
税

台
帳
の
縦
覧
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
期
間
は
毎
年
評
価
替
の
年
を
除
い
て
、

三
月

一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は

地
方
税
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
四

月
に
延
期
い
た
し
ま
す
。

期
間
に

つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
し
だ
い
告
示
や
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
の
税

務
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

マスコ葛醇に報道偶峨された釦靡前
事業主のみなさん

労働保険料（労災保険・雇用保険）の申告・

納付はお済みですか。

平成 8年度の年度更新手続きは、 4月 1日

から 5月15日までです。

正 しい申告・納付をお早めに！

申告・納付のお問い合わせは、

愛媛労働基準局労災補償課(089-935-5200)
愛媛県扉用保険課(089-941-2111)または

最寄りの労働基準監督署まで。

2月13日（火）NHKピデオ通信大洲喜多生活改善グループ交流会

2月15日（木） 愛媛新聞大谷小児童お年寄り施設で文楽
（贈るは人情）

2月16日（金）愛媛新聞川上商工会青年部創立30周年祝う
（ハート熱く時代に対応を）

イギリスってどんな国かな
肱川の英国人招き交流

NHK「ふるさと自然発見」オシドリの紹介

農業共済新聞中居谷農産加工組合手作りかきもち

2月21日（火）愛媛新聞

2月24日（土）

2月28日（水）
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小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
二

月
十

―
―
―
日
に
魚
料
理
教
室
を
創
作
館
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は

八
幡
浜
市
よ
り
魚
普
及
会
の
松
本
さ

ん
と
岡
本
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
魚
料

理
の
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
魚
料
理
を
す
る
事
の
少
な

い
男
性
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
最
初
は
、
腕
に
は
自
信
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
最
後
ま
で
は
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
講

師
の
方
々
の
手
ほ
ど
き
で
立
派
に
料

魚
料
理
に
挑
戦

小
藪
老
人
ク
ラ
ブ

゜
郡民生児童委員研修会開催

社
協
だ
よ
り

理
が
出
来
ま
し
た
。
約
三
時
間
か
け

た
料
理
を
全
員
で
試
食
し
、
な
ご
や

か
に
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。
喜
多

郡
は
魚
を
消
費
す
る
量
が
少
な
い
と

か
で
、
県
の
委
託
を
受
け
て
各
所
を

回
っ
て
お
ら
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

実
施
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研

修
会
が
二
月
二
十
三
日
、
長

浜
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
郡
内
の
民
生
児
童
委

員
、
社
協
関
係
者
―
二

0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中

の
講
演
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
寿
荘
の
楠
野
義
計
先
生

の
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
あ
ふ
れ
た

話
を
聞
き
感
銘
い
た
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
分
散
会

と
な
り
各
町
村
で
の
活
動
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
各

分
散
会
も
活
発
な
意
見
が
出

て
、
日
ご
ろ
か
か
え
て
い
る

諸
問
題
を
討
議
し
今
後
の
活

動
に
役
立
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
多
様
化

す
る
問
題
に
何
が
必
要
か
を

感
じ
た
研
修
会
に
な
り
ま
し

こ。t
 

肱川町社会福祉協議会
s (0894) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大

和

楠

野

下
鹿
野
川
椿
本

菟

野

尾

久

保

上
鹿
野
川
山
内

給
食
サ
ー
ビ
ス

民
生
委
員
女
性
部
で
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
に
合
わ
せ
て
二
月
に
「
お
は
ぎ
」

を
作
り
配
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
二

月
十
五
日
に
弁
当
と
一
緒
に
く
ば
り

ま
し
た
。
女
性
部
の
全
員
が
朝
八
時

よ
り
出
仕
し
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
電
話
な
ど
で
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
米
、
ア
ソ
コ
な

ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
福
田
さ

ん
、
山
本
さ
ん
に
対
し
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

仁
志
様

好
勝
様

茂
幸
様

清
勝
様

老人クラブ 1泊 2B研修旅行

参加してみませんか！

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
年

一
回
合
同
の

研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
四
月
二

十
三
日
ー
ニ
十
四
日
の
日

程
で
長
崎
県
平
戸
方
面
に

行
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
平
戸
は
江
戸
時
代
よ

り
、
大
陸
の
文
化
の
影
響

を
受
け
異
国
情
緒
た
っ
ぷ

り
の
街
で
す
。
ま
た
、
佐

世
保
に
あ
る
旧
海
軍
資
料

館
も
見
学
す
る
事
に
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
で
三
回

目
の
合
同
旅
行
に
な
り
ま

す
が
、
皆
楽
し
く
同
じ
世

代
の
方
々
が
行
か
れ
る
の

で
隣
の
方
の
気
遣
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
参
加

か
ず
ら
籠
づ
く
り

し、

も
の
で
す
。
当
日
、
県
生
活
改
良
普

及
所
の
皆
さ
ん
お
手
伝
い
を
い
た
だ

ぎ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
、
大
和
肱
栄
地
区
の

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と
老
人
ク
ラ
ブ

手
芸
部
合
同
で
か
づ
ら
籠
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
に
福
田
徳
子
さ

ん
と
池
田
千
八
子
さ
ん
を
迎
え
て
約

三
十
人
の
方
々
が
創
作
館
に
お
い
て

創
作
し
ま
し
た
。
準
備
し
て
い
た
か

ず
ら
を
並
べ
て
籠
づ
く
り
で
す
が
、

最
初
は
思
う
よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
立

派
な
物
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
山

に
行
け
ば
材
料
は
多
く
あ
り
、
い
つ

で
も
出
来
て
、
玄
関
に
置
い
た
り
、

花
を
か
ざ
っ
た
り
す
る
の
に
最
適
な

量 冒

バ
ル
ト
ラ
イ
ン

長崎県

九州

ヽ-,. 

＼
 

し
て
い
た
だ
い
て
お
互
い
の
日
ご
ろ

の
苦
労
話
な
ど
に
華
を
咲
か
せ
て
い

た
だ
ぎ
た
く
存
じ
ま
す
。
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林業山村活性化林業構造改善事業

【総合咽林業構造改善事業】

霧馨霧纂婆 指定年度：平成4年度

取り組み報告

事業実施年度：平成5年度～ 纂篠豫疇

林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
我
が
国

林
業
の
体
質
を
強
化
し
、
併
せ
て
林

業
生
産
活
動
の
場
で
あ
る
山
村
を
魅

力
あ
る
地
域
社
会
と
し
て
整
備
す
る

た
め
の
総
合
的
林
業
振
典
策
で
す
。

昭
和
三
十
九
年
制
定
の
林
業
基
本
法

に
基
づ
く
重
要
施
策
と
し
て
発
足
以

来
、
第
一
次
•
第
二
次
林
構
、
新
林

構
と
引
き
継
が
れ
、
平
成
二
年
度
か

ら
は
活
性
化
林
構
「
生
産
性
の
高
い

林
業
の
確
立
と
、
そ
れ
と
一
体
と
な
っ

た
加
工
・
流
通
拠
点
づ
く
り
、
及
び

地
域
の
特
色
あ
る
森
林
資
源
の
総
合

的
な
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

山
村
産
業
と
し
て
の
林
業
の
確
立
」

に
移
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
平
成
四
年
度
に
活
性

化
林
構
の
地
域
指
定
を
受
け
、
翌
年

度
か
ら
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
林

基
盤
整
備
及
び
生
産
施
設
の
充
実
を

図
り
、
林
業
担
い
手
の
養
成
確
保
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
七
年
度
に
は
、
事
業
費
総
額

四
千
九
百
二
十
八
万
円
で
、
地
域
協

議
会
活
動
事
業
・
林
業
担
い
手
組
織

化
活
動
事
業
（
町
・
森
組
ソ
フ
ト
事

業
）
、
林
道
開
設
事
業
（
森
組
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

林

構

だ

ょ
り

（
 

平成 7年度事業実績
） 

事業種目 事業主体 事業費 事業 内 容
（千円）

協議会開催

地域協議会活動事業 肱川町 644 先進地調査
啓もう普及活動
その他

担い手組織化会議開催
林業担い手組織化 肱川町

9 3 2 研修会・講習会開催
活 動 事 業 森林組合 人材派遣・交流

林道開設

林道整備事業 ” 47,704 月野尾～上森山線
(L =495. 9m) 

計 49,280 

以
下
、
今
年
度
の
事
業
実
績
に
つ

い
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

編集•発行

肱 J 11 町

贔
地
域
協
議
会
活
動
事
業

営
農
林
推
進
会
議
正
副
座
長
会
に

お
い
て
、
次
の
こ
と
を
実
施
し
、
林

構
事
業
を
効
果
的
か
つ
円
滑
に
推
進

す
る
。

営
農
林
推
進
会
議

正
副
座
長
会
・
会
議
風
景

0

協
議
会
開
催

全
体
計
画
の
内
容
や
年
度
ご
と
の

事
業
計
画
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

検
討
協
議
を
行
う
。

0

先
進
地
調
査

優
良
材
生
産
・
短
伐
期
林
業
に
関

す
る
調
査
を
テ
ー
マ
に
、
久
万
林
業

地
を
訪
ね
先
進
地
調
査
を
実
施
す
る
。

〇
啓
も
う
普
及
活
動

林
構
だ
よ
り
を
発
行
し
、
事
業
の

内
容
・
実
績
等
に
つ
い
て
広
く
町
民

に
知
ら
せ
る
。

0

そ
の
他

山
村
活
性
化
に
お
け
る
林
業
担
い

手
確
保
対
策
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、

具
体
的
事
例
に
基
づ
く
養
成
確
保
対

策
に
つ
い
て
検
討
協
議
す
る
。
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上森山起点

優
良
材
生
産

短
伐
期
林
業

久

万
林

業

地

月
野
尾

S
上
森
山
線
開
通

平
成
五
年
度
か
ら
継
続
し
て
工
事

を
進
め
て
ぎ
た
林
構
林
道
の
「
月
野

尾
ー
上
森
山
線
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
約
二
億
二
千
万
円
で
、

幅
員
四

m
、
延
長
は
三
千
二
十
九

m

で
す
。林

道
開
設
は
、
上
森
山
を
起
点
と

し
て
始
ま
り
、
今
年
度
事
業
で
月
野

尾
ま
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
林
道
の
開
通
に
よ
り
、
林
業

生
産
性
の
向
上
、
効
率
的
な
素
材
生

産
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す。

月野尾終点

I
l
l
m
m
m
m
m
m
m
川

m
m
m
m
m
川

m
m
m
m
m
m
m
m
m
"
＂

m
m
m
m
m
m
m
"
＂
川
川

m
m

:
 

先

調

月野尾附近

今
年
度
の
先
進
地
調
査
は
、
本
県

の
林
業
先
進
地
で
あ
る
久
万
林
業
地

を
訪
ね
ま
し
た
。

研
修
先
は
、
当
町
に
も
度
々
講
師

と
し
て
お
招
ぎ
し
て
い
る
小
田
町
の

福
岡
辰
衛
氏
、
久
万
町
の
西
山
喜
代

美
氏
に
お
願
い
し
、
両
氏
の
所
有
林

で
「
優
良
材
生
産

・
短
伐
期
林
業
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

0

福
岡
氏
の
所
有
林
に
お
い
て

自
宅
裏
の
山
林
に
は
、
育
苗
施
設

を
は
じ
め
海
布
丸
太
、
天
然
絞
丸
太

の
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
が
植
栽
さ
れ
て
お

り
、
日
頃
の
手
入
れ
の
良
さ
が
う
か

が
わ
れ
た
。

福
岡
氏
の
林
業
経
営
の
特
徴
は
、

[
1
]

上
光
2
号
（
ヒ
ノ
キ
）
の
増
殖

に
力
を
入
れ
て
い
る
、

[
2
]
海
布

丸
太
の
生
産
、

[
3
]
育
苗
は
百
％

挿
木
で
行
う
、
の
三
つ
。

こ
の
こ
と
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
短

期
で
勝
負
が
で
き
る
小
径
木
に
よ
る

商
品
生
産
型
林
業
で
あ
る
」
と
い
う

同
氏
の
林
業
哲
学
に
よ
る
も
の
。
ま

た
「
若
木
で
建
築
用
材
と
し
て
世
界

に
誇
れ
る
材
質
の
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に

進
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。

ヒ
ノ
キ
は
、
従
来
の
実
生
苗
で
は

曲
り
が
多
く
小
径
材
生
産
は
困
難
で

あ
っ
た
の
が
、
挿
木
で
育
苗
す
る
こ

と
に
よ
り
、
品
種
に
よ
る
素
性
の
良

い
揃
っ
た
苗
が
植
林
で
ぎ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

上
光
2
号
の
特
徴
に
は
、
(
-
)
育

苗
が
易
し
い
、
（
二
）
木
が
通
直
に
成

長
す
る
、
（
三
）
成
長
が
早
い
、
（
四
）

サ
ク
ラ
皮
系
で
光
沢
が
良
い
、
と
い

う
長
所
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
良
い
品
種

を
適
地
に
植
林
し
て
、
十
分
に
手
入

れ
を
行
う
集
約
林
業
の
み
が
、
林
業

で
生
ぎ
る
唯
一
の
道
」
と
、
同
氏
は

考
え
ら
れ
て
い
る
。

林然

0

西
山
氏
の
所
有
林
に
お
い
て

絞天
西
山
氏
は
、
天
然
絞
を
主
体
に
施

ギス
業
を
進
め
、
そ
の
経
験
・
技
術
を
も

の
と
に
独
自
の
理
論
を
展
開
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
愛
媛
県
天
然
絞
研
究
会

有所氏
会
長
。同

氏
の
育
林
技
術
に
つ
い
て
、
そ

山西

の
特
徴
を
挙
げ
て
み
る
と
：
・
・:、

(
-
）
「
育
林
経
営
は
、
よ
い
品
種

を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
」

福
岡
氏
の
ヒ
ノ
キ
海
布
丸
太

生
産
林
の
説
明

生
業
し
て
林
業
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
は
、
最
も
評
価
の
高
い
、
通

直
・
真
円
・
完
満
な
良
材
を
、
量
的

に
も
計
画
的
に
生
産
供
給
す
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は

ヽ

．．．．．． 

（
二
）
そ
の
材
木
固
有
の
施
業
体
系
、

す
な
わ
ち
地
域
の
気
象
・
環
境
に
マ
ッ

チ
し
た
育
林
技
術
体
系
が
必
要
。
し

か
も
、
育
林
技
術
は
地
域
の
気
象
・

環
境
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

地
域
独
自
の
技
術
開
拓
が
求
め
ら
れ

る。
以
上
の
こ
と
を
基
本
に
し
た
、
整

備
の
行
き
届
い
た
山
林
を
案
肉
し
て

も
ら
っ
た
。

こ
こ
で
も
、
植
林
方
法
（
本
数
）
、

枝
打
ち
、
施
肥
、
間
伐
等
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

や
は
り
、
ま
ず
生
産
目
標
が
あ
り
、

目
標
に
合
っ
た
苗
木
を
植
え
、
そ
れ

に
沿
っ
た
施
業
が
し
っ
か
り
と
行
わ

れ
て
い
る
。

西山氏のスギ天然絞林で
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第45回肱川町森林線合通常総会

総代会であいさつする河野組合長

去
る
二
月
十
六
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於

い
て
、
多
数
の
総
代

員
さ
ん
出
席
の
元
、

第
四
十
五
回
森
林
組

合
通
常
総
代
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出

張
所
、
伊
藤
伴
一
林
業
課
長
は
じ
め
、

県
森
連
山
口
英
昭
常
務
理
事
、
日
本

き
の
こ
セ
ソ
タ
ー
松
山
事
務
所
・
桜

田
章
所
長
、
肱
川
町
大
野
和
町
長
、

そ
の
他
、
町
内
団
体
の
方
々
に
御
出

席
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
河
野
組
合

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 991
肱川町森林組合

5

平
成
八
年
度
余
裕
金
預
入
先
決

定
の
件

肱
川
農
業
協
同
組
合

伊
予
銀
行

4

平
成
八
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
の
件

ニ
八

0
、
0
0
0、
0
0
0円
以
内

3
 

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
長

＂ 

に
は
山
内
壮
亮
氏
が
選
任
さ
れ
議
事

に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
十
三
号
議
案

ま
で
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。
台
本
理
事
の
閉

会
の
挨
拶
で
総
代
会
を
終
了
し
た
。

総
代
会
付
議
事
項
、
出
資
金
計
画
、

運
営
の
基
本
方
針
は
次
の
通
り
で
す
。

今
後
も
、
組
合
員
皆
様
の
御
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

1

平
成
七
年
度
事
業
報
告
書
•
財

産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の

件
定
款
及
び
規
程
変
更
の
件

2

平
成
八
年
度
事
業
計
画
書
承
認

の
件

6

組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
（
特
別
法
令
に
よ
る
も

の
を
除
く
）
及
び
債
務
保
証
最
高

限
度
額
並
び
に
貸
付
金
、
売
掛
金

等
の
利
率
決
定
の
件

イ

、

貸

付

金

最

高

限

度

額

七、

0
0
0、
0
0
0
円
と
す
る
。

ロ
、
債
務
保
証
最
高
限
度
額

一、

0
0
0、
0
0
0円
と
す
る
。

ハ
、
貸
付
金
・
仮
渡
金
・
前
渡
金
・

売
掛
金
等
の
利
率

年

率

一

O
・
O％
以
内

延
滞
料
一
四
・
六
％
以
内

7

経
費
の
賦
課
並
び
に
徴
収
の
件

林
道
開
設
、
改
良
組
合
員
割

面
積
割
と
す
る
。

8

手
数
料
及
び
利
用
料
徴
収
の
件

イ
、
販
売
手
数
料

販
売
品
売
上
代
金
の
五
％
以
内
と

す
る
。

ロ
、
林
産
手
数
料

林
産
経
費
の
五
％
以
内
と
す
る
。

ハ
、
造
林
補
助
金
事
務
取
扱
手
数
料

取
扱
い
金
額
の
一

0
％
以
内
と

す
る
。

二
、
森
林
造
成
事
業
手
数
料
取
扱

金
額
の
一
四
％
以
内
と
す
る
。

ホ
、
農
林
漁
業
資
金
取
扱
手
数
料

取
扱
い
金
額
の
一
・
五
％
以
内
と

す
る
。

へ
、
受
託
事
業
手
数
料
取
扱
い
金

額
の
一
四
％
以
内
と
す
る
。

ト
、
施
設
及
び
機
械
利
用
料
（
別
紙
）

付
帯
決
議
事
項
の
件

本
議
案
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
、

軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
行
政
庁
よ

り
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
旨

に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
修
正
す

る
こ
と
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

13

役
員
報
酬
額
決
定
の
件

八、

0
0
0、
0
0
0円

9

林
業
山
村
活
性
化
林
業
構
造
改

善
事
業

林
業
担
い
手
組
織
化
活
動
事
業

一
、
一
三
二
千
円

林
業
生
産
高
度
化
促
進
施
設
整
備

事
業

二
七
、
二
五
一
千
円

10

森
林
総
合
整
備
事
業
実
施
の
件

造

林

他

継

続

四

五

七

ha

六
七
、
六
五
九
千
円

11
。
団
地
施
業
計
画
実
施
の
件

更
新
菟
野
尾
団
地
他
三
団
地

一、

0
一
六

ha

12

県
単
独
林
道
整
備
事
業
実
施
の

件作
業
道
六
路
線
一
、
八
五

0
m

八
三
、

0
0
0千
円

一
五
、

0
0
0
m

―
二
、

0
0
0千
円

作
業
車
道
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「
カ
ー
ツ
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
枝
打
」

流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
に
よ
り

11
年
生
ー

30
年
生
の
枝
打
・

除
間
伐
に
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

出 資 金 計 画
I 

300.000口
出 資 目 戸示 額

60,000,000円

＇ 

269,426口
平成 7年度末出資額

53,885,200円

30,574口
目標額達成残額

6,114,800円

25,000口
平成8年度増資目標額

5,000,000円

運 営 の 基 本 方 針

総 括 肱川林業の推進にあたって木材価格の低迷がつづく等，林業は極めて厳し
い情勢であるがこれに対処するため，地域林業の真の担手にふさわしい組織
並びに経営体制の強化をはかり森林のもつ公益性や森林と人いきいき運動を
行うとともに林業構造改善を推進して森林保全と生産性向上に努める

指 導 部 門 1. 流域森林総合整備事業の推進と育林技術の向上

2. 共同及び協業体制の確立をすすめ，林業経営の近代化

3. 林業構造の改善事業の推進

販 売 部 門 1. 木材，椎茸，緑花木，その他の系統共販を推進

2. 間伐，除伐施業協業による林産事業を拡充

3. 椎茸共同選別，共同計算の成果向上

4. 椎茸加工品の生産販売の拡大

購 貝I I I I 部 門 1. 優良山行苗木を生産し斡旋

2. 生産資材の斡旋，系統購買を推進

利 用 部 門 1. 林道，作業道、林内作業車道の開設を推進

2. 受託森林造成事業の拡充と，森林経営事業の実施

3. 椎茸楕場造成事業を実施

4. 木工品生産販売の推進

金 融 部 門 1. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付

2. 制度資金を活用し林業経営の近代化

仁巨立； 理 部 門 1. 職員の資質の向上

2. 健全な組合運営と活動を展開

3. 肱川グリーソサービ ス会員の増員強化
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,-------------------------------------------------------------~ 
i 

l [／ー攀軍囀一 .,,ーバて； i 
！ ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! 
！ 

: ・-. - -.  : 
！ 
！ 県森連 市 況

平成 8年 2月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I i 
！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日 平成 7年 12月13日 ！ 
！ 市売数呈・・780ケース 12,530kg t 

スギヒノキマッ 乎均単価 2,944円 ！ 
： 長さ末口径
！ 直曲がり直曲がり 直

その他 銘柄別単価

! 7cm下本 411本 258本 509本 283 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
} 8 cm上本 421本 357本 583本 537 こうこ 5,000 ~ 6,800 強特用大 2,200~ 5,000 保 t 
, 14 mll3 cm上23,500 I -I 43, 500 I -11scm上22,000

t 
大 厚 4,200~ 5,000 保特用中 2,800~ 5,000 強 t

i 
18 cm上21,ooo I -141, ooo I -~4cm上 27,000
2 4 cm上23,soo I -143, ooo I -130cm上40,000 中 厚 5,200~ 5,800 強特用中小 2,400~ 4,000 保 t 

i 7cm下本 189本 150本 205本 149 中 小 厚 4,500~ 5,000 強特用小 2,200~ 3,600 保 t 
! I I 8 cm上本 220本 220本 322本 322

24,800 
小 厚 3,600~ 4,200 強 大パ レ l,500~ 2,100 保！

l /3m/B;［梵認 -40,100 -18cm上20,000 大ウス 2,800~ 4,500 保中パレ 1,6QO~ 2,500 保 ？ 

! 18 cm上23,000 -37,000 -4cm上22,000 中ウス 3,800 ~ 5,000 強中小バレ 1,400 ~ 2,500 保 t 
i 274 ：卓悶誓本二本 80本一 cm上 パリ材 中小ウス 3,300~ 4,300 強小パレ 800~ 1,600 保 i

2 m 8 cm上本 120本一本 120本一 （松・杉・桧 小ウス 2,500~3,000 保変 形 2,000~ 3,500 保 ｝
! I ~... 11 6 cm上10,ooo I -I 22, ooo I -113cm上 末口 3~7cm) ジャミ 1,600 ~ 2,300 保色悪ウス 1,700~ 3,800 保 t 
! 30 cm上 叫長さ 2.0m

I 16m 13 cm上28,9001 170,300 
どんこ大 6,400 ~ 7,000 強色悪バレ 500 ~ 1,400 弱 t 

! 18 cm 27 800 68 000 どんこ中 5,300 ~ 6,200 強 Ij粒ドソコ ～ i 
！ 

特選 420,000 どんこ小 4,500 ~ 5,200 強スライス 200 ~ 6,300 蒻

！ 足 場 1m当たり～160円 本 180円 概況 平成 7年最終の市売りは、秋子も300ケース出品され、秋子不作感か t 
｝ 

杉＝全般に売行良好。強保合 らやや強含みとなった。特に贈答用は不足分の補いの為強保合になった。'
備考 桧＝柱、中目共に模様眺めとなり弱保合。桧枝打良材は品薄高値。 今冬は寒く、芽が枯死するおそれがありますので、防風ネット、袋か t 

i 松＝売行良好。 けを行いましょう。

i 
t 

¥. 
i 

=--＝-------------------------------------------------....---------―’ 
四
国
地
方
三
ヵ
月
予
報
に
よ

る
と
四
！
五
月
は
、
高
気
圧
と

低
気
圧
が
交
互
に
通
り
、
天
気

は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

1

飼
料
作
物
の
作
付
け

①
圃
場
の
準
備

飼
料
作
物
の
連
作
障
害
回
避

や
安
定
生
産
の
た
め
、
堆
厩
肥

を
1
0
a
当
た
り

2

t
程
度
投
入

す
る
と
と
も
に
、
肥
料
の
適
正

施
用
の
た
め
土
壌
分
析
を
実
施

す
る
。
（
愛
媛
県
施
肥
基
準
参

照
の
こ
と
）

②

播

種

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
台
風
に

よ
る
倒
伏
の
回
避
や
梅
雨
期
の

作
業
を
避
け
る

こ
と
を
基
本
に

早
播
を
行
う
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
播
種
の
早
限

は
、
平
均
気
温
が

10
℃
と
な
る

時
期
で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ザ
ク

ラ
の
満
開
を
目
安
に
す
る
と
よ

、0し

ソ
ル
ガ
ム
の
播
種
期
に
つ
い

て
は
、
平
均
気
温
が

15
℃
と
な

る
今
月
中
旬
頃
か
ら
で
あ
る
。

播
種
後
は
、
発
芽
の
斉
一
と

鳥
害
防
止
の
た
め
鎮
圧
を
必
ず

行
い
、
そ
の
後
発
生
す
る
雑
草

に
応
じ
て
除
草
剤
を
丁
寧
に
散

布
す
る
。

な
お
、
飼
料
作
物
の
品
種
は
、

県
飼
料
作
物
奨
励
品
種
を
参
考

に
、
前
後
の
作
付
体
系
や
給
与

体
系
、
労
働
配
分
等
を
考
慮
し

て
選
定
す
る
。

③湿害対策

トウモロコシとソルガム

は耐湿性に弱いため、十分

な排水対策を講じておく。

特に水田転作畑の重粘な土

壌条件の場合には圃場の周

囲にあらかじめ深めの排水

溝を設置するなど注意が必

要である。

大洲地域農業改良普及セソ

ター技師高野政明

4 4 4 4 444  44  44  44  L 4444  4 4444444444444  
月 月 月 月 月月月 月月 月月 月月 月月月月 月月月月月月月月月月月月 月

＾ 日 ＾ 日 日^ へ日 ＾ 日 日^^ 日 へ日ヘ日 へ日ヘ日 へ日^日 日^へ日^日 日^ 己油『 ＾ 日 日^＾日ヘ日ヘ日日^＾日へ日日^＾日へ日日^ 日^
火 金 水 月 金木水 月金 水月 金火配達 金金金木 火木水火木水火木水火木水火

敷全水 瓜生谷 -駄大場 道野尾 -居中谷 小藪中 -石白・ 野樋ロ -森・ -津中・ -広常・ 月野尾--嵯峨谷 -保久 成大・.-重栗八 ~ 藤野原 藪下小 -上石丸 c-屋敷大 表予定 'c:予 'c'和宇川 'c'岩谷・ 'c'大谷方面 配達予： -野尾月 -和宇川 -津方中 -和宇川 -大方谷 -岩方谷 -野月尾 和-宇川 -津方中 -宇和JII-大谷方 -岩谷方 -月野尾

•菟野尾・ 柳・・ 赤岩・ 嘉城・ 上小藪汗生・ 肱硯栄・ 小倉影地京造・ 見の・ 正山森上・ 町・ 野中・ 走野師・ 大平・ ； 面方方面面，J藪方ヽ 表定： 小藪方・南方面面北面方面面藪，J・ヽ 方面南面北方面面面小藪・

郷・ ・ ・ 越 山 面方 方
・共栄下久 ・ ・ 面 面
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半
促
成
き
ゅ
う
り

し
試
交
3
1
6
号
（
埼
玉
原
種
）
し

今
年
か
ら
肱
川
町
の
半
促
成
き
ゅ

う
り
に
、
新
し
い
品
種
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
仮
称
は
「
試
交
3
1
6
号
」
、

ま
だ
正
式
の
品
種
名
は
つ
い
て
お
り

ま
せ
ん
。

品
種
名
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
な

も
の
を
な
ぜ
導
入
す
る
の
か
と
考
え

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
き
ゅ

う
り
栽
培
の
労
力
を
軽
減
し
、
あ
る

い
は
品
質
の
良
い
き
ゅ
う
り
が
生
産

で
き
る
よ
う
な
栽
培
指
針
を
検
討
し
、

そ
れ
に
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
品
種
と
し
て
選
定
し
た
の
が
こ

の
「
試
交
3
1
6
号
」
な
の
で
す
。

大
洲
市
や
内
子
町
で
は
大
半
が
こ

の
新
品
種
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
と
り
あ
え
ず
半
促

成
き
ゅ
う
り
の
約
三

0
％
の
面
積
で

試
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
に
こ
の
品
種
の
特
徴
と
栽
培
の

初
期
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
試
交
3
1
6
号
の
特
徴

こ
の
品
種
の
特
徴
を
、
従
来
の
栽

培
品
種
「ウ

ィ
ソ
ク
」
と
比
較
し
て
み

る
と

・
や
や
節
間
長
が
短
く
、

コ
ソ

パ
ク

ト
な
草
姿
で
あ
る
。

・
葉
は
肉
厚
の
角
葉
で
硬
く
、
立
性

で
、
受
光
体
制
が
良
い
。

・
親
づ
る
の
雌
花
着
生
率
は
九

0
%

以
上
、
一
果
成
り
が
主
体
で
、
奇

形
果
や
流
れ
果
の
発
生
は
少
な
い
。

•
初
期
（
低
温
時
）
か
ら
秀
品
率
が
高

⑨
⑭
@
＠
R
黛
）

く
、
収
穫
の
波
が
小
さ
い
。

一

野

菜

―

―

-9fJJ尉
酎
:
と
か
あ
け
ら
れ
ま
す
。

0

定
植
ー
活
着

定
植
ー
活
着
ま
で
は
、
ハ
ウ
ス
内

に
白
く
モ
ヤ
が
張
る
位
の
高
温
多
湿

（
日
中
温
度
二
八
℃
）
で
管
理
し
、
発

根
を
早
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

活
着
診
断
は
、
生
長
点
の
す
ぐ
下

か
ら
強
い
巻
き
づ
る
が
出
た
ら
根
付

い
た
と
見
て
良
い
で
し
ょ
う
。
（
親

葉
五
ー
六
枚
頃
）

0

活
着
ー
ト
ソ
ネ
ル
除
去

そ
の
後
、
親
葉
一

0,-._,
―
二
枚
頃

ま
で
は
、
日
中
温
度
二
五
℃
位
を
目

安
に
つ
る
伸
び
を
促
進
し
、
瀧
水
量

を
や
や
控
え
て
深
層
へ
の
根
張
り
を

良
く
し
ま
す
。
見
た
目
は
「
茎
が
細

く
、
葉
も
小
さ
い

ヒ
ョ
ロ
苗
」
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
充
実
し
た

根
を
作
る
た
め
の
管
理
を
最
重
点
に

考
え
た
い
も
の
で
す
。

0

ト
ソ
ネ
ル
除
去
ー
親
づ
る
摘
芯

ト
ソ
ネ
ル
除
去
（
親
葉
十
二
枚
）
か

ら
親
づ
る
摘
芯
（
収
穫
開
始
）
ま
で
は
、

充
実
し
た
茎
葉
を
作
る
時
期
で
す
。

光
を
充
分
に
当
て
、
湿
度
管
理
も

（
午
前
中
二
八
℃
、
午
後
二

0
℃
)
で

午
前
中
は
光
合
成
を
促
進
し
、
午
後

は
や
や
低
め
の
温
度
で
茎
葉
の
徒
長

や
過
繁
茂
を
防
ぐ
よ
う
に
心
が
け
ま

親
づ
る
の
摘
芯
位
置
は
二

0
節
位

が
ベ
ス
ト
で
す
。

親
づ
る
摘
芯
ま
で
の
初
期
管
理
が
、

収
穫
期
以
降
の
収
量
や
果
実
の
品
質

に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
き
ゅ

う
り
の
生
育
状
況
を
よ
く
観
察
し
、

天
候
の
変
化
に
注
意
を
は
ら
っ
て
、

生
産
力
の
高
い
姿
に
育
て

て
下
さ
い
。

土
づ
く
り
の
実
施

秋
ー
冬
の
期
間
に
土
づ
く
り
対
策

を
実
施
し
て
い
な
い
圃
場
は
、
今
か

ら
で
も
遅
く
な
い
の
で
土
づ
く
り
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
土
壌
中
の
有
機
物

量
（
腐
埴
含
量
）
を
高
め
る
こ
と
が
安

定
生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

A

土
づ
く
り
の
実
施
＞

①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

完
熟
堆
肥
や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
有
機

物
を
す
き
込
ん
で
土
中
の
腐
埴
含
量

を
高
め
ま
す
。
堆
肥
の
施
用
量
の
別

表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
ワ
ラ
を
す
ぎ
込
む
場
合
は
、
一

0
a
当
た
り
二

0
k
g
の
石
灰
窒
素
を

あ
わ
せ
て
施
用
し
、
ワ
ラ
の
腐
熟
を

促
進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
に

イ
モ
チ
病
や
紋
枯
病
の
被
害
を
受
け

た
ワ
ラ
は
、
病
気
の
発
生
を
助
長
す

る
の
で
施
用
は
さ
け
ま
す
。

堆
肥
、
稲
ワ
ラ
と
も
に
湿
田
で
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

②
土
壌
改
良
材
の
施
用

フ
ェ
ロ
ケ
イ
カ
ル
を
一

0
a
当
た

り
一
五

0
ー
ニ

0
0
k
g施
用
し
ま
す
。

根
の
活
力
を
高
め
、
茎
業
を
丈
夫
に

し
、
イ
モ
チ
病
や
ご
ま
葉
枯
病
、
秋

落
ち
の
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
荒
耕
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
材
を
施
用
後
、

す
み
や
か
に
耕
し
ま
す
。
作
土
が
浅

い
と
肥
効
の
持
続
性
が
短
く
、
根
張

り
も
浅
く
な
り
、
根
の
機
能
も
早
く

弱
ま
り
ま
す
。
一
五
ー
ニ

OCrr
ま
で

深
耕
し
、
作
土
層
を
拡
大
し
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
山
下
太
司

0

く
り
園
の
管
理

接
ぎ
木
の
実
際

実
際
の
方
法
は
図
に
示
す
と
お
り

で
す
。
台
木
は
充
実
し
た
物
を
用
い

ま
す
。
穂
木
は
図
1
の
よ
う
な
手
順

で
形
成
層
の
部
分
が
で
ぎ
る
だ
け
広

く
出
る
よ
う
に
そ
ぎ
ま
す
。
こ
の
あ

と
図
2
の
よ
う
に
形
成
層
同
士
を
必

ず
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
隙
間
が

で
き
な
い
よ
う
に
穂
木
を
差
し
込
み

ま
す
。
そ
し
て
乾
燥
し
な
い
よ
う
に

パ
ラ
フ
ィ
ル
ム
等
で
穂
木
か
ら
台
木

の
接
ぎ
木
部
ま
で
き
ち
ん
と
隙
間
が

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

水田における各種有機物の施用量

オガクズ堆肥 バーク
種類

堆肥
稲わら 麦わら わら堆肥

牛 糞 豚糞 鶏糞

t/10a 1.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

10~20% 10~30% 20~50% 秋にす 秋にすき込む 田植20日 田植20日

化成肥料 化成肥料 化成肥料 き込む また含鉄資材 前にすき 以前にす

備考
減肥 減肥 減肥 を施用する。 込む。※ き込む。

できるだけ完熟堆肥(3ヵ月以上 ※石灰窒素20kg/10aを併用するとよい。

堆積）を利用

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

形成層 劉皮
形成層と形成層を
必ず合わせる

賢三！i9翡知） tIIもフィレム

（穏木□豆こtふ□ （接□，プ

図2

猷が小さい場合は` 片万だけ
形暉を合わせる

穂木と台木のあわせ方 図 1

み
る

込
す

（
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
届
す
る
こ
と
）
加
如

の木

り

↑
 
台
よ

＜
 

広け
を
だ

頑

5

り
は
＂

令

形

で

穂木のつくり方

な
い
よ
う
に
巻
き
上
げ
ま
す
。
こ
れ

で
完
了
で
す
が
、
い
い
苗
に
す
る
た

め
、
こ
ま
め
に
巡
回
し
、
害
虫
防
除

や
芽
か
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

先
端
は
厚
く
残
ら
な
い
よ
う
に＂ 

深
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

令切
リ
返
す

反
対
側
を
30
1
4
5
虔
く
ら
い
に

‘’
 

バ
旦
ー

（長
さ
2
1
語
程
度

木
質
部
に
か
か
る
程
度
を
水
平
に
削
ぐ

ーヽノる

令

8
E

木

芽

け

穏

2
っ

た

（

ヽ

L
 

川
）
おてし厩貯
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熱いハー トと行動力で活動しよう
青年部創立30周年記念式典盛会に開催される

ー
・

現在の活動をスライドで紹介

遍去に感闘・現在に活カ・未来に希望ノクー

II上商工会青年音9態立30周年
主催 Ill上 高 エ 全 膏 年 部 往遣胚 /II町 河 辺村 ）II上 南

歴
代
部
長

初
代
部
長

福
田

第
2
代
部
長

沖

永

重

信

第

3
代
部
長

金
森

福

明

第
4
代
部
長

岩

田

清

茂

第

5
代
部
長

久
保
田
仁
之

第

6
代
部
長

冨
永

徹 保

感
謝
状
受
賞
者
御
芳
名

大

野

哲

夫

本

間

一

三

橋

本

福

矩

曽

根

正

志

冨

永

盛

一

古

野

青

弘

露

内

進

北

川

智

也

（
敬
称
略
）

歴
代
副
部
長

記念宣言を発表する
亀田さん

式辞を述べる
大野部長

三乞•一一

--で--

虐i工：ー：
―←--~』 -9』1...._ ．

-

ーか--→ 

-----

30周年を祝い鏡開き

川
上
商
工
会
青
年
部
は

二
月
一
五
日
、

風
の
博
物
館
で
「
過
去
に
感
謝
・
現
在

に
活
カ

・
未
来
に
希
望
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ソ
の
も
と
に
、
創
立

三
0
周
年
記
念
式

典
を
開
催
し
た
。
式
典
に
は
、
来
賓
と

し
て
八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課
、
武

石
弘
課
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
皆
様
の

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

式
典
は
、
ま
ず
開
式
の
辞
の
後
、
大

野
部
長
が
「
過
疎
化
、
高
齢
化
と
叫
ば

れ
て
久
し
い
今
日
、
そ
し
て
将
来
に
お

い
て
は
、
高
速
道
路
の
伸
張
等
の
高
速

交
通
体
系
の
整
備
、
イ
ソ
タ
ー
ネ

ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
通
信
等
の
情
報
網
の
発
達

な
ど
、
我
々
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
そ
し
て
変
化
に
富
ん
だ

も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
我
々
は
、
こ
の
地
域
で
生
活

す
る
理
由
を
明
確
に
し
、
地
域
に
対
す

る
希
望
、
自
分
に
対
す
る
希
望
を
失
わ

ず
、
熱
い
ハ
ー
ト
と
行
動
力
で
活
動
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
川
上
商
工
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

第
二
部
は
、
冒
頭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

基
づ
ぎ
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
流
れ

に
そ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
歴
代
部
長
、

副
部
長
に
感
謝
状
を
贈
り
、
青
年
部
〇

B
に
よ
る
思
い
出
の
話
、
現
在
の
活
動

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
今
後
の
青
年
部

の
在
り
方
を
模
索
し
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ
ソ
（
次
貢
に
詳
細
）
の
後
、

三
0
周
年
記
念
宣
言
を
現
役
部
員
全
員

で
唱
和
し
、
式
典
を
終
え
た
。
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去

旧
Ir

注
目
ヽ
一
沿

左から沖永、中津、浜田、福田さん

部
員
の
自
覚
が
必
要

沖

永

青

年

部

活

動

の

マ

ン

ネ

リ

化

を
指
摘
さ
れ
た
中
津
君
、
そ
の
打
開
策

と
し
て
何
か
あ
り
ま
す
か
。

中

津

難

し

い

問

題

で

す

が

、

例

え

ば
み
ん
な
で
協
力
し
て
―
つ
の
事
を
や

り
遂
げ
た
時
の
、
達
成
感
や
満
足
惑
な

ど
が
わ
か
ち
あ
え
る
様
な
事
業
を
も
っ

と
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

沖

永

部

員

同

志

の

連

帯

感

を

高

め

沖

永

部

員

数

の

減

少

を

指

摘

さ

れ

た
泉
君
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

泉

同

じ

イ

ベ

ソ

ト

を

す

る

に

し

て
も
、
一
人
一
人
に
か
か
る
負
担
は
増

え
る
事
に
な
る
の
で
、
婦
人
部
や
青
年

団
に
も
協
力
を
要
請
す
る
事
も
考
慮
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

園
南
寺
対
外
的
に
は
賛
成
で
す
が
、

そ
の
前
に
青
年
部
が
組
織
と
し
て
し
っ

か
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

部
と
し
て
決
ま
っ
た
こ
と
に
は
一
丸
と

な
っ
て
活
動
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
さ

な
け
れ
ば
、
協
力
依
頼
は
で
き
ま
せ
ん
。

部
員
の
意
志
の
統
一
が
必
要

川
上
商
工
会
青
年
部
の
「
三

0
周
年
記
念
式
典
」
に
お
い
て
、
部
員
に
よ

る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
現
在
の
青
年
部
の
問
題
や

事
業
へ
の
取
り
組
み
方
、
地
域
や
行
政
へ
の
要
望
、
今
後
の
商
工
業
者
と

し
て
の
姿
勢
等
、
多
岐
に
わ
た
り
、
熱
心
に
討
論
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
模

様
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

浜
田
一
人
一
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
つ
も
り
で
活
動
し
て
い
け
ば
、
よ
り

積
極
的
な
活
動
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
部
員
の

意
識
改
革
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

福

田

同

惑

で

す

。

も

と

も

と

青

年

部
の
趣
旨
は
、
「
自
己
研
鑽
」
「
資
質
の

向
上
」
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
で
あ
り
、

営
利
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
の

中
で
、
一
っ
で
も
何
か
を
つ
か
も
う
と

い
う
目
的
意
識
を
各
自
が
持
て
ば
、
よ

り
魅
力
的
な
活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
事
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
お

お
い
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

、A
0
 

力浜

田

今

後

は

定

年

の

年

齢

引

き

上

げ
や
、
賛
助
会
員
の
協
力
の
要
請
な
ど

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

行
政
や
他
団
体
と
の
交
流
を

沖

永

今

後

、

私

た

ち

を

取

り

巻

く

地
域
の
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

何
か
あ
り
ま
す
か
。

園
南
寺
青
年
部
と
し
て
は
、
経
営
に

関
す
る
考
え
方
や
人
問
形
成
を
っ
ち
か

う
意
味
で
、
農
林
業
や
行
政
に
つ
い
て

も
も
っ
と
関
心
を
持
っ
た
ら
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

泉

賛

成

で

す

。

農

業

後

継

者

や

公

務
員
、
そ
れ
に
団
体
職
員
な
ど
他
団
体

と
の
交
流
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

浜

田

先

日

調

べ

た

の

で

す

が

、

肱

川
町
の
十
八
オ
か
ら
四
十
才
迄
の
方
は

七
百
二
十
五
名
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
青

年
部
二
十
六
名
、
農
業
後
継
者
七
名
、

青
年
団
十
五
名
、
凡
人
未
来
塾
十
名
と

な
っ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
し
て

ど
れ
に
も
属
さ
な
い
人
が
数
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
も
一
緒
に
奮
起

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
盛
り
上
が

る
と
思
い
ま
す
。

中

津

河

辺

村

で

も

そ

の

年

代

の

若

者
は
二
百
二
十
名
い
ま
す
が
、
肱
川
町

と
同
様
で
す
。
も
っ
と
交
流
を
深
め
た

い
で
す
ね
。

沖

永

我

々

に

直

接

関

わ

る

商

工

業

に
つ
い
て
何
か
。

浜

田

商

業

は

消

費

者

の

面

で

、

エ

業
は
＿
雇
用
の
面
で
、
商
工
業
の
活
性
化

'が
地
域
の
魅
力
づ
く
り
、
発
展
の
ポ
イ

ソ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

福

田

だ

か

ら

こ

そ

後

継

者

、

あ

る

い
は
商
工
業
へ
の
新
規
参
入
者
が
増
え

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
も
、
日
々
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

何
ら
か
の
将
来
性
の
見
え
る
事
業
を
業

種
の
転
換
も
覚
悟
で
考
え
て
い
か
な
け

可
能
性
を
最
大
限
に

沖
永
行
政
に
対
し
て
は
何
か
。

福

田

今

、

何

が

計

画

さ

れ

何

が

実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、

後
か
ら
解
る
の
で
は
な
く
、
途
中
で

情
報
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
計
画
の
中
で
若
者
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
た
だ
く
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

い
わ
ば
若
者
が
行
政
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
る
よ
う
な
環
境
、
雰
囲
気
が

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

園
南
寺
施
設
の
運
営
面
に
お
い
て

も
若
い
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
面
白
い
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

泉

同

感

で

す

。

例

え

ば

ハ

ー

ド

面

で
い
え
ば
、
建
物
の
外
観
な
ど
も
、
斬

新
な
も
の
や
そ
の
地
域
ら
し
い
独
自
性

の
あ
る
も
の
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

園
南
寺
そ
う
で
す
ね
。
商
工
業
に
限

ら
ず
、
後
継
者
不
足
は
地
域
全
体
の
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
ぎ
な
い
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

沖
永
時
間
も
ま
い
り
ま
し
た
が
、
結

局
部
員
一
人
一
人
の
心
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
過
疎
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
ヘ

の
不
安
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
若
い
人
達
と
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
こ
そ
、
将
来
に
向
け
て
気
運

が
盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、。カ
お
い
し
い
物
、
美
し
い
物
、
楽
し
い

と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
何
か
魅
力
の
あ
る
こ
と
を
考

え
て
、
ひ
と
つ
づ
つ
で
も
実
現
し
て
い

け
ば
未
来
に
も
希
望
が
持
て
る
の
で
は

な
い
か
と
我
々
は
考
え
ま
す
。

ー
七
ー
↓
う
ケ
う
J

史

も

幸

左から園南寺さん、泉さん
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「
お
ば
ち
ゃ
ー
ん
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
ち
ょ

う
だ
い
や
。
」
取
材
を
は
じ
め
て
わ
ず

か
二
、
三
分
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
元
気

な
声
に
、
明
る
い
対
応
で
す
ぐ
袋
に
詰

め
込
む
手
際
の
よ
さ
は
、
三
十
年
有
余

の
商
売
歴
を
物
語
る
。

お
店
は
上
鹿
野
川
、
と
い
っ
て
も
役

場
か
ら
わ
ず
か
百
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の

県
道
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。

食
料
品
を
中
心
に
、
各
種
日
用
雑
貨

を
取
り
扱
っ
て
お
ら
れ
、
近
所
の
人
か

ら
は
”
笹
木
の
お
ば
ち
ゃ
ん
“
で
名
が

と
お
っ
て
い
る
。
先
代
は
、
文
具
中
心

の
商
売
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
後
自
分
の
足
で
、
松
山

・
八
幡
浜

の
店
を
一
軒
一
軒
見
て
歩
き
、
勉
強
さ

れ
て
か
ら
食
料
品
を
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
先

見
性
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ

が
ち
な
商
売
人
の
基
本

的
な
姿
勢
を
か
い
ま
み

る
こ
と
が
で
き
た
。

商
売
上
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
何
か
あ
り
ま

す
か
？
の
問
い
に
、

「
や
っ
ぱ
り
接
客
の
時

に
一
番
気
を
つ
か
い
ま

す
。
」
と
‘

―
つ
の
言

葉
や
行
動
に
も
気
を
張
っ
て
対
応
す
る

笹
木
さ
ん
の
几
帳
面
さ
が
う
か
が
え
る
。

開
店
は
早
朝
六
時
ら
し
く
、
朝
寝
坊

の
私
は
「
起
床
が
六
時
で
す
か
？
」
と
聞

き
な
お
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
朗

ら
か
な
表
情
で
「
『
お
ば
ち
ゃ
ん
と
こ

ぁ

が
開
い
と
る
と
、
た
す
か
ら
い
。
』
と

か
、
夜
『
今
の
時
間
じ
ゃ
っ
た
ら
、
ま

だ
お
ば
ち
ゃ
ん
と
こ
が
開
い
と
る
と
思

て
急
い
で
帰
っ
て
き
た
ん
よ
。
』
と
か

ゅ
う
て
も
ら
う
お
客
さ
ん
が
お
い
で
る

ん
で
す
よ
。
」
と
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
閉
店
時
間
は
午
後
八
時
半
、
他

の
店
が
閉
め
て
い
る
時
に
店
を
開
け
、

他
の
店
が
開
け
て
い
る
時
は
自
分
が
休

む
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
ま
さ
に
他
店
と

の
差
別
化
で
あ
り
、
大
型
店
対
策
で
も

鹿
野
川
セ
ン
タ
ー

笹

＊

熊

子

さ

ん

．．．． 

ち
ょ
っ
と
に
間
に
合
う
地
域
一

番
店

•.... ~お知らせO-………………・ •………………••……•…………………• 

制度資金

女国民金融公庫

◎一般貸付

◎経営改善貸付

『金利』

3.40% 

3.40% 

情報

女肱川町中小企業振興資金

◎設備資金

300万円まで 4年以内

◎運転資金

200万円まで 3年以内

(3月15日現在）

3.70% 

女商工貯蓄共済融資

◎貸付期間 1年以内 1.60% 

3年以内 1.80% 

7年以内 2.00% 

◎貯蓄額内融資 1.05% 
；．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

3.70% 

あ
り
な
が
ら
、
「
ち
ょ
っ
と
何
か
が
ほ

し
い
時
に
、
お
店
が
全
部
閉
ま
っ
と
っ

た
ら
、
お
客
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
で
し
ょ

う。
」
と
考
え
方
は
常
に
、
”
お
客
さ

ん
中
心
“
で
あ
る
。

食
事
時
に
、
ソ
ー
ス
一
本
を
買
い
に

．．．． 

来
て
い
た
だ
け
る
ち
ょ
っ
と
に
間
に
合

う
地
域
一
番
店
の
店
主
は
、
現
在
御
主

人
と
二
人
暮
ら
し
、
裏
の
別
棟
に
は
息

子
さ
ん
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
達
、
ま
だ
ま

だ
お
若
い
？
歳
。

ま
だ
ま
だ
不
況
の
中
で
、

や
め
ら
れ
な
い
の
が
お
酒

で
す
。ウ

ィ
ス
キ
ー
や
日
本
酒
、

季
節
に
あ
ま
り
関
係
の
な

い
ビ
ー
ル
な
ど
、
女
性
の

消
費
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

女
性
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
「
梅
酒
の
水
割
り
」
「
ブ
ラ
ソ
デ
ー

の
ウ
ー
ロ
ソ
茶
割
り
」
な
ど
と
新
製
品

が
続
ぞ
く
と
登
場
。
酒
税
法
改
正
に
よ

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
手
軽
に
さ
ま

ざ
ま
な
味
を
楽
し
め
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
そ

こ
で
、
お
酒
の
用
語
な
ど
紹

介
し
ま
す
。

0
ア
ベ
リ
テ
ィ
フ

食
前
消
の
こ
と
。
食
欲
を
そ
そ
る
た

め
に
料
理
を
出
す
前
に
す
す
め
る
軽
い

酒
類
の
こ
と
。
「
キ
ー
ル

」
「
シ
ェ

リ
ー

酒
」
「
カ
ソ
パ
リ
」
な
ど
。

0
フ
ル
ー
ッ
カ
ク
テ
ル

モ
モ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
汁
や
そ
の

リ
キ
ュ
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ア
ル
コ
ー

ル
度
四
％
程
度
の
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
。

女
性
酒
プ
ー
ム
に
乗
っ
て
登
場
し
た

も
の
で
す
が
発
泡
性
で
甘
く
、
口
当
た

り
が
良
く
、
グ
ラ
ス
に
注
い
だ
時
の
色

に
ま
で
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
値
段
も

手
頃
で
自
動
販
売
機
で
も
手
軽
に
買
え
、

ジ
ュ
ー
ス
惑
覚
で
飲
め
る
と
こ
ろ
が
若

い
女
性
の
人
気
を
呼
ん
だ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
清
涼
飲
料
の
感
覚
で
子
供
や

中
学
生
、
高
校
生
も
手
軽
に
買
え
る
と

こ
ろ
か
ら
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す。
次
に
、
日
本
酒
の
品
質
表
示
基
準
を

冬九ふ亙―春

説
明
し
ま
す
。

日
本
酒
の
表
示
に
よ
く
使
わ
れ
る

「
大
吟
醜
」
「
本
醸
造
」

「
純
米
酒
」
の
呼

称
。
国
税
庁
は
、
平
成
二
年
四
月
か
ら

清
酒
の
製
法
品
質
表
示
基
準
を
公
示
、

明
確
な
区
分
を
設
け
ま
し
た
。

吟
醜
酒
は
精
米
歩
合
が
六

0
％
以
下

の
白
米
や
米
こ
う
じ
、
水
、
ま
た
は
こ

れ
ら
の
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
と
し
、

固
有
の
香
と
色
を
備
え
て
い
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

純
米
酒
は
精
米
歩
合
が
七

0
％
以
下

で
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
は
使
用
し
な
い
。

本
醸
造
酒
は
精
米
歩
合
が
七

0
％
以

下
の
白
米
、
米
こ
う
じ
、
水
、
醸
造
ア

ル
コ
ー
ル
を
原
料
と
し
、
さ
ら
に
原
酒

は
も
ろ
み
を
絞
っ
て
酒
を
造
っ
た
後
ア

ル
コ
ー
ル
分
一
％
以
上
の
加
水
調
整
は

で
き
ま
せ
ん
。

生
酒
は
製
成
後
い
っ
さ
い
加
熱
処
理

を
し
な
い
こ
と
が
条
件
で
、
生
一
本
は

単
一
の
製
造
場
の
み
で
醸
造
し
た
純
米

酒
の
場
合
だ
け
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
表
示
は
、
清
酒
の
容
器
、
包

装
の
主
た
る
商
標
の
側
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
量
な
ら
体
に

良
い
と
言
わ
れ
る
お
酒
で
す
が
、
楽
し

＜
適
量
飲
み
た
い
も
の
で
す
。



(17)＠。⑲。径l 屈 鯛 瞬

地
域
の
人
々
の
利
便
に
応
歪
て
、
雑
貨
商
経
営
五
十
年

予
子
林
•
町
小

J

田
齊

(
7
2
歳
）

四
歳
で
父
を
亡
く
し
た
私
は
母
の
手
小
さ
い
時
か
ら
「
私
は
商
売
人
に
な

―
つ
で
育
て
ら
れ
、
予
子
林
尋
常
高
等
る
」
と
親
戚
の
人
た
ち
に
誓
っ
て
い
ま

小
学
校
高
等
科
二
年
を
卒
業
し
た
の
が
し
た
。
母
が
亡
父
に
代
わ
っ
て
雑
貨
商

昭
和
十
四
年
の
三
月
、
当
時
は
日
中
戦
を
切
り
盛
り
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

争
の
最
中
で
、
青
年
学
校
で
軍
事
教
育
戦
後
の
混
乱
が
ま
だ
収
ま
ら
な
い
昭
和

を
受
け
る
の
が
若
い
者
の
務
め
で
し
た
。
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
日
用
品
・

途
中
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
て
骨
膜
炎
雑
貨
商
の
営
業
を
大
洲
税
務
署
に
申
告

を
患
い
、
大
洲
で
治
療
を
受
け
る
た
め
、
し
、
菓
子
棚
―
つ
の
店
を
自
分
の
責
任

姉
の
嫁
ぎ
先
で
一
ヵ
月
厄
介
に
な
り
、
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
年
か
か
っ
て
青
年
学
校
を
修
了
し
ま
「
商
売
す
る
の
に
金
を
借
り
る
な
」
と

い
う
母
の
一
言
に
よ
っ
て
、

学

業

を

終

え

る

と

、

横

回

ヤ

、

J

大
洲
、
内
子
な
ど
か
ら
仕
入

林
村
の
農
協
へ
四
ヵ
月
勤

9
8
Z
”
-
~
ヤ
•
れ
る
お
菓
子
、
台
所
用
品
、
日

め

ま

し

た

が

、

病

気

に

な

っ

第

｀

炉

-

用

雑

貨

な

ど

す

べ

て
現
金
仕

て

し

ま

い

、

自

宅

で

軽

い

≫

へ

入

を

守

り

ま

し

た

。

農
作
業
を
し
な
が
ら
体
力

E
)

バ
ス
を
乗
り
継
い
で
運
ん

を

養

う

こ

と

に

な

り

ま

し

だ

荷

物

は

、

大

地

渡

し

か

ら

昌
正
い
は

〗
〗
閂
〗

作
る
作
業
の
ミ
ィ
リ
ソ
グ
エ
と
し
て
慟
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

き

ま

し

た

。

商

売

に

自

転

車

が

必

需

品

で

し

た

。

二
年
間
の
工
場
勤
め
の
間
に
徴
兵
検
宝
く
じ
で
リ
ヤ
カ
ー
が
当
た
っ
た
の
を

査
。
も
と
も
と
体
力
に
自
信
の
な
か
っ
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
を
自
転
車
に
換
え

た
私
も
第
一
乙
種
合
格
と
な
り
、
飛
行
よ
う
と
考
え
、
あ
ち
こ
ち
相
談
を
も
ち

整
備
兵
と
し
て
昭
和
二
十
年
三
月
一
日
、
か
け
、
や
っ
と
新
谷
で
新
品
の
自
転
車

松
山
の
九
十
九
連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
た
編
上
靴
や
軍
の
服
装
に
身
そ
れ
か
ら
は
竹
か
ご
の
中
に
商
品
を

の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
嬉
し
さ
を
惑
じ
入
れ
て
、
男
河
内
、
堂
野
窪
、
坂
石
、

ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
、
こ
の
規
貝
吹
か
ら
大
谷
ま
で
、
広
い
地
域
を
行

律
正
し
い
訓
練
が
、
以
後
の
頑
張
り
に
商
し
て
回
り
ま
し
た
。
醤
油
の
一
斗
樽
、

役

立

っ

た

と

思

い

ま

す

。

ソ

ー

メ

ン

の

木

箱

な

ど

も

運

ん

だ

も

の

で
す
。昭

和
二
十
九
年
に
結
婚
し
て
か
ら
は
、

妻
は
店
番
、
私
は
外
回
り
に
精
を
出
し

て
商
売
は
順
調
に
回
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
か
ら
は
、
「
小
田
に
は
な

い
も
の
が
な
い
」
「
小
田

百
貨
店
」
な
ど

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
頼
ま
れ
た

も
の
は
誠
意
を
も
っ
て
手
掛
け
て
お
り

ま
し
た
。

―
つ
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。
母
が
お
っ

か
け
商
売
に
は
気
を
つ
け
よ
と
言
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
は
ぜ
、

し
い
た
け
、
穀
物
な
ど
、
値
段
が
相
場

に
よ
っ
て
動
く
も
の
は
、
仕
入
れ
た
あ

と
値
が
下
が
っ
て
、
売
る
こ
と
が
で
き

ず
、
う
ず
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
も
は
ぜ
を
う
ず
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
回
転
の
早
い
食
料
品
が
一

番
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
牛
乳
を
二

十
三
年
間
、
ヤ
ク
ル
ト
を
十
四
年
間
配

達
し
た
の
も
、
毎
日
の
消
耗
品
で
あ
る

こ
と
と
、
健
康
に
対
し
て
の
関
心
が
深

ま
っ
て
ぎ
た
た
め
で
し
た
。

自
転
車
は
単
車
に
、
そ
し
て
自
動
車

に
変
わ
り
、
五
十
年
間
怪
我
も
せ
ず
に

こ
の
商
売
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
移
り

変
わ
り
の
激
し
い
社
会
で
、
大
き
な
人

生
の
転
換
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
然
の
な
り
ゆ
き
に
逆
ら
わ
ず
、
四
人

の
子
供
を
成
人
さ
せ
、
手
堅
く
歩
ん
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
い
つ
も
感
謝
す
る
心
を
も
っ
て

商
売
の
で
き
る
有
難
さ
を
肝
に
銘
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
現
役
、
こ
の
商

売
が
多
少
な
り
と
も
地
域
の
人
々
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
本
当
に

幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

二
月
十
五
日
に
青
年

部
創
立
三

0
周
年
行
事

が
開
催
さ
れ
記
念
す
べ

き
節
目
を
会
員
の
皆
さ

ん
と
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
と
共
に
喜
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

諸
先
輩
か
ら
受
け
継
ぎ
行
わ
れ
て
い

る
各
種
行
事
・
月
例
会
・
講
習
会
等

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
青

年
部
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
活
動
し

て
い
く
と
同
時
に
、
直
面
す
る
問
題

を
一
層
鮮
明
に
し
て
、
そ
れ
を
ど
う

克
服
す
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
学
び

合
え
る
場
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

役
員
と
会
員
、
会
員
と
会
員
の
関
係
、

そ
れ
は
与
え
る
者
と
与
え
ら
れ
る
者

と
の
関
係
で
な
く
、
お
互
い
の
意
識

に
基
づ
く
、
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ

た
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

目
的
に
向
か
っ
て

一
致
協
力
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
随
分
容
易
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
二

年
二
月
二
十
二
日
に
兄
と
会
社
を
設

立
し
て
か
ら
、
七
年
目
に
入
り
ま
し

た
が
「
光
陰
矢
の
如
し
」
そ
の
も
の
で

し
た
。
単
な
る
表
面
的
な
接
触
だ
け

で
な
く
、

一
軒

一
軒
の
お
得
意
先
の

要
求
や
個
性
、
そ
の
経
営
手
腕
か
ら

青 年部雄感

深
く
学
ば
さ
せ
て
頂
け
た
事
柄
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
打
合
せ
や
雑
談

を
さ
せ
て
頂
く
中
で
言
い
得
ぬ
魅
力

を
感
じ
た
時
、
会
社
を
存
続
さ
せ
て

い
く
に
は
自
分
達
が
お
得
意
先
と
共

に
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
自
己
変
革
の
必
要
性
を
も
気
付

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

設
立
当
時
の
事
で
す
が
、
「
河
辺

で
建
具
・
家
具
の
製
造
販
売
を
始
め

ま
し
た
」
と
挨
拶
に
行
く
と
お
得
意

先
の

M
社
長
は
、
「
え
ら
い
と
こ
（
不

便
）
で
始
め
た
も
ん
や
な
：
・
で
も
頑

張
れ
、
え
ら
い
と
こ
や
か
ら
こ
そ
応

援
す
る
」
ま
た
「
桧
や
杉
の
木
の
区
別

も
で
き
な
い
の
に
回
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
話
し
か
け
さ
せ
て
も
ら
っ

た
時
、

S
社
長
は
「
木
は
そ
の
う
ち

判
る
。
一
番
大
事
な
の
は
や
る
気
よ
。

そ
の
気
は
あ
ん
た
最
高
じ
ゃ
」
と
、

私
に
と
っ
て
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
の

で
ぎ
な
い
一
言
一
言
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
心
の
糧
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

自
己
を
研
さ
ん
し
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

宮

岡

茂

雄

一
致
協
力
し
た
青
年
部
活
動
と

自
己
研
さ
ん
で
前
向
き
の
経
営
を
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第
四
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ソ
テ
ス
ト

が
、
平
成
八
年
二
月
二
十
二
日
、
肱
川

中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ

ソ
テ
ス
ト
は
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、

・

英
語
の
上
達
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国

際
的
な
惑
覚
を
育
て
る
目
的
で
、
町
の

社
会
教
育
指
導
員
の
バ
ン
ト
ッ
ク
夫
妻

が
指
導
し
、
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。今

年
は
、
一
年
生
八
人
は
、

坂
本
真
民
氏
の
詩
「
花
」
を
暗

唱
し
、
二
年
生
六
人
は
、
星

野
富
弘
氏
の
「
じ
ゃ
が
い
も

の
花
」
を
暗
唱
し
ま
し
た
。

三
年
生
四
人
は
、
自
分
の
考

え
を
英
語
に
自
分
で
訳
し
、

三
分
か
ら
五
分
間
に
ま
と
め
、

発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

発
表
が
終
わ
り
、
審
査
員

の
紺
田
満
徳
先
生
、
米
岡
晋

社
会
教
育
指
導
員
よ
り
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
紺
田
先
生

は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
さ
れ

た
時
の
経
験
を
ま
じ
え
な
が

バントック先生と握手する発表者

第
四
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

楽
し
く
学
ん
で
継
紐
す
る
こ
と
を
大
切
に

ら
、
生
徒
た
ち
に
い
ぎ
い
き
と
し
た
表

情
で
表
現
力
を
、
そ
し
て
続
け
て
努
力

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
練
習
し
た
こ
と

に
自
信
を
も
っ
て
下
さ
い
と
励
ま
し
な

が
ら
講
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
か
く
日
本
人
は
、
英
語
を
話
そ
う

と
す
る
と
、
単
語
・
文
法
を
思
い
出
そ

翠
：
う
炉
包
5

ん
塁
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英語で発表する生徒たち

う
と
し
て
、
結
局
口
ご
も
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
往
往
に
し
て
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
日
本
人
は
表
現

が
下
手
だ
と
外
国
の
人
々
は
捉
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
日
本
人
は
決

し
て
、
表
現
力
が
乏
し
い
訳
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
国
際
化
社
会
と
い
わ
れ
、

中
学
生
が
社
会
に
出
る
時
に
は
海
外
の

人
と
の
交
流
も
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ソ
テ
ス
ト
や
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
通
し
て
、
表
現
す
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
、
そ
し
て
、
世

界
の
大
多
数
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ソ
の
言
葉
、
英
語
力
の
向
上
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

囲碁大会 ［文化協会

Aクラス

優勝

準優勝

3 位

Bクラス

優勝

準優勝

3 位

かるた大会

個人戦

優勝

準優勝

団体戦

優勝 浜田

源田

堀尾

竹本

ピラミッドの部

優勝 大野沙夜子

準優勝

福田

兵頭

二宮

上甲

源田

宮田

沖野

浜田

哲秋

竹夫

数市

芳幸

一雄

徹

緑

ネ夕

タネ

武

末子

小平

町
内
の
小
中
学
校

P
T
A
に
よ
る
研

修
会
が
二
月
二
十
六
日
、
予
子
林
小
学

校
で
開
催
さ
れ
、

P
T
A
関
係
者
約
八

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
予
子
林
小
学

校
児
童
に
よ
る
詩
吟
の
発
表
の
後
、
予

子
林
小
学
校
の

P
T
A
の
活
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
各

P

T

A
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
児
童
数

の
減
少
に
伴
い
、

P
T
A
の
活
動
内
容

等
見
直
す
必
要
が
あ
る
等
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
八
幡
浜
市
内
の
女

子
中
学
生
が
い
じ
め
を
苦
に
し
て
自
殺

し
た
件
に
関
連
し
て
、
い
じ
め
は
学
校

だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
等
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

囲
碁
大
会
（
二
月
十
八
日
）

か
る
た
大
会
（
二
月
二
十
七
日
）

町
内
外
よ
り
の
参
加
を
得
て
囲
碁
・
か
る
た
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

し
ん
と
静
ま
っ
た
中
、
進
行
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

e
o
 研修中の PTAのみなさん

い
じ
め
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
み
ん
な
で

P

T

A

研

修

会

開

催
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民
衆
の
歴
史
（
下
）

つ
く
ら
れ
た
被
差
別
身
分

大
名
同
士
の
戦
い
が
な
く
な
り
、
天

下
泰
平
に
な
る
と
、
世
間
は
だ
ん
だ
ん

ぜ
い
た
く
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

幕
府
や
藩
も
も
の
入
り
が
多
く
な
っ
て

財
政
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
武
士

は
生
産
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
年
貢

（
税
金
）
を
取
り
立
て
る
以
外
に
収
入
を

ふ
や
す
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

徳
川
政
権
に
な
っ
て
も
、
検
地
は
何

度
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
民
を
土
地
に

し
ば
り
つ
げ
、
年
貢
を
取
り
上
げ
る
た

め
で
す
。
不
作
や
飢
饉
も
た
び
た
び
あ
っ

て
、
農
民
は
生
活
が
と
て
も
苦
し
く
、

不
平
不
満
が
た
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
、
選
び
出
し

て
低
い
身
分
に
落
と
し
て
い
っ
た
の
で

す。「
も
っ
と
苦
し
い
立
場
の
人
達
が
い
る
。

百
姓
は
作
物
を
作
っ
て
い
れ
ば
食
べ
て

い
け
る
で
は
な
い
か
。
農
民
の
身
分
で

い
ら
れ
る
の
は
、
ま
だ
、
幸
せ
な
ほ
う

だ
。
」
と
言
い
聞
か
せ
て
い
た
の
で
す
。

農
民
だ
け
で
な
く
、
商
工
業
者
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
立
場
や
仕
事
の
人
々
も
選

び
分
け
て
、
身
分
を
し
ば
り
つ
け
て
い

き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
人
々
が
、
差
別
さ
れ
る

身
分
に
さ
れ
た
か
と
い
い
ま
す
と

①
荒
れ
地
を
開
墾
し
て
田
畑
に
変
え
新

し
い
村
を
作
っ
た
も
の
や
、
移
り
住

ん
で
き
た
農
民
が
、
水
利
権
や
入
会

権
で
昔
か
ら
の
本
村
か
ら
除
け
者
に

な
っ
て
い
る
の
を
利
用
さ
れ
、
低
い

身
分
に
落
と
さ
れ
た

②
重
い
年
貢
、
災
害
や
飢
饉
で
田
畑
を

失
っ
た
元
農
民

③
諸
国
を
自
由
に
行
き
来
し
て
い
た
商

人
、
職
人
、
運
送
業
者
や
芸
人

④
神
社
や
お
寺
に
雇
わ
れ
て
い
た
人
達

ゃ
、
座
（
組
合
）
を
つ
ぶ
さ
れ
て
仕
事

が
で
き
な
く
な
っ
た
人
々

⑤
権
力
者
や
仏
教
の
影
響
で
、
見
下
さ

れ
た
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
皮
革
細

工
、
芸
能
、
染
め
物
、
清
掃
、
処
刑
、

漁
、
等
を
し
て
い
た
人
々

⑥
戦
い
に
や
ぶ
れ
た
落
武
者
や
そ
の
一

族
と
家
来
た
ち
、
一
向
一
揆
を
最
後

ま
で
戦
っ
た
人
々

⑦
戦
乱
に
備
え
て
、
大
名
に
必
要
な
技

術
者
（
鍛
冶
・
大
工
・
皮
革
職
人
・

船
頭
ほ
か
）
を
免
税
に
す
る
な
ど
特

別
扱
い
さ
れ
て
き
た
人
々

こ
の
よ
う
な
人
々
の
中
か
ら
、
豊
臣
政

権
以
来
の
検
地
を
通
じ
て
、
差
別
さ
れ

る
身
分
の
人
々
を
抜
き
出
す
こ
と
が
始

ま
り
、
江
戸
時
代
に
身
分
制
度
が
強
め

ら
れ
る
中
で
、
町
や
村
の
は
ず
れ
に
移

住
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
人
の

下
働
き
や
牢
番
・
処
刑
役
・
掃
除
役
な

ど
を
強
制
し
、
人
々
の
間
に
上
下
関
係

を
持
ち
込
ん
で
民
衆
同
士
が
差
別
し
合

い
、
憎
み
あ
う
よ
う
に
し
て
、
武
士
へ

の
反
抗
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

（終）

和
太
鼓
講
匝
開
講

、ヽ！ノ8

～

川

柳

は

五

七

五

と

十

七

2
 

（

会

音

字

と

き

め

ら

れ

て

い

る

図
障
~
の
で
、
言
お
う
と
す
る
事

ー
を
全
部
言
う
と
字
余
り
に

入

虞

な

る

の

で

、

省

略

す

る

事

が
大
事
だ
と
言
う
事
は
お

わ
か
り
頂
け
る
事
と
思
う
。

珈
5

n
u
~
 

抑

例

え

ば

「

雨

が

降

る

」

と

言
う
の
を
「
雨
が
」
で
「
降
る
」
は
省
略

し
て
も
意
味
が
通
じ
る
か
ら
、
省
略

し
て
も
良
い
と
言
う
様
な
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
‘
―
つ
の
言
葉

を
重
複
し
て
使
う
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
を
重
語
法
と
言
う
が
、
み
る

人
の
印
象
に
残
る
よ
う
に
す
る
場
合

と
か
、
意
味
を
強
め
て
力
強
く
表
現

し
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
に
使
わ
れ

る
事
が
あ
る
。
例
え
ば

0

み
か
ん
み
か
ん
み
か
ん
の
皮
の
三
ヵ

日こ
れ
は
正
月
＝
一
ヵ
日
間
の
状
態
で
、

トレセンで指導を受ける受講者

和
太
鼓
講
座
を
、
平
成
八
年
二
月
十

日
よ
り
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ソ
タ
ー

で
開
講
し
ま
し
た
。
開
講
日
は
近
年
来

の
大
雪
と
な
り
講
師
の
先
生
や
受
講
者

が
来
る
こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た

が
、
雪
の
中
、
十
二
名
が
参
加
さ
れ
、

開
講
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

二
月
十
日
よ
り
、
第
二
•
第
四
土
曜
日
、

計
六
回
の
講
座
で
す
。
今
年
は
例
年
に

な
く
寒
い
日
が
多
い
で
す
が
、
初
日
か

ら
太
鼓
に
親
し
む
た
め
に
「
バ
チ
」
を
握

り
太
鼓
を
叩
き
、
基
本
を
習
得
す
る
と

と
も
に
、
寒
さ
を
吹
ぎ
と
ば
し
て
い
ま

し
た
。

す
る
事
も
な
く
皆
ん
な
が
み
か
ん
の

皮
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
重
語
す
る

事
で
強
め
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

0

数
字
に
は
弱
い
弱
い
と
金
を
貯
め

数
字
に
と
は
、
計
算
の
事
を
言
っ

て
い
る
の
で
、
弱
け
れ
ば
金
な
ど
貯

め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
人
前
で
は

弱
い
弱
い
と
弱
い
事
を
強
調
し
な
が

ら
、
け
っ
こ
う
貯
金
を
し
て
い
る
、

ち
ゃ
っ
か
り
者
だ
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

0

酒
酒
酒
人
間
万
事
酒
に
酒

酒
を
多
く
さ
ん
重
ね
る
事
に
よ
っ

て
人
間
は
万
事
、
祝
い
も
悲
し
み
も

喜
び
も
、
と
か
く
酒
で
始
ま
り
酒
で

終
わ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う

の
を
酒
を
強
く
言
う
事
で
言
お
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

川
柳
を
作
る
に
は
こ
う
言
う
作
り

方
も
あ
る
と
言
う
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。

＿

古

今

亭

志

ん

生

師

匠

の

名

に
「
話
し
下
手
、
聴
き
上

~
手
に
支
え
ら
れ
」
と
い
う
の

が
あ
る
。

．
 

聴
く
こ
と
は
、
話
す
こ
と

"

よ

り

も

難

し

い

。

信

頼

で

き

な
い
人
、
認
め
ら
れ
な
い
人

の
話
は
聞
け
な
い
。
人
の
話

．

に

耳

を

傾

け

積

極

的

に

聴

く

~
行
為
は
、
話
そ
の
も
の
の
善
し
悪
し
よ

~
り
も
、
そ
の
人
を
認
め
信
頼
し
て
い
る

~
こ
と
が
大
き
く
影
響
す
る
。

~
対
話
は
ま
ず
、
話
し
手
を
受
け
入
れ

i

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
相
手
を
尊
敬
し

~
愛
し
て
い
る
証
し

で
も
あ
る
。
尊
敬
す

~
る
人
、
信
頼
で
き
る
人
を
多
く
も
つ
こ

~
と
は
、
ひ
い
て
は
素
晴
ら
し
い
話
が
聴

．
 

"
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。

~
聴
く
こ
と
は
重
労
働
。
耳
を
傾
け
る

~
こ
と
は
愛
の
証
し
。
お
釈
迦
さ
ま
で
も

~
聞
き
下
手
は
救
え
ぬ
と
い
う
。

~
私
達
の
日
常
生
活
を
思
い
お
こ
し
て

i

み
る
と
、
会
議
・
討
論
・
会
話
等
の
中

~
で
、
人
の
話
に
耳
を
傾
け
な
い
で
自
己

人

~
主
張
の
傾
向
は
あ
り
は
し
な
い
か
。

~
の
話
が
聴
け
な
い
人
は
、
裏
を
返
せ
ば
、

~
相
手
も
う
わ
の
空
で
し
か
聴
い
て
く
れ

~
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

~
傾
聴
は
愛
の
初
め
、
相
手
を
認
め
信

i

頼
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

i

い
っ
ぞ
や
あ
る
人
が
、
「
あ
の
方
は
、

~
自
分
の
話
を
真
底
か
ら
聞
い
て
く
れ
る

~
の
で
好
き
だ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、

．
 

~
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

~
現
代
の
社
会
の
中
で
、
こ
う
し
た
相

~
手
を
思
い
や
り
認
め
合
う
行
為
が
、
次

~
第
に
薄
れ
て
い
く
よ
う
で
寂
し
く
て
な

~
ら
な
い
。
自
戒
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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府中市青年グループといっしょに！
（ヒババレイスキー場にて）

0
1
2
6
（金）

22
：
30

肱
川
町
公
民
館
駐
車
場

0
1
る

27
（土）

6
：
45

三
原
港
到
着

青年団だより

交
流
会
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外
の
青
年
グ
ル
ー

日
（
金
•
土
・
日
）
に
広
島
県
比
婆
郡
比
和
町
の
ヒ
バ
バ
レ
イ

さ
て
、
今
年
は
平
成
八
年
＿
月
二
十
六
・
ニ
十
七
・
ニ
十
八

我
々
、
肱
川
町
青
年
団
は
毎
年
国
内
研
修
旅
行
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
国
内
研
修
旅
行
は
、
肱
川
町
か
ら
補
助

を
い
た
だ
き
町
外
の
青
年
と
の
交
流
を
広
げ
、
様
々
な
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
身
に
付
け
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
事
業

で
す
。

プ
と
交
流
を
深
め
る
と
言
う
事
で
、
広
島
県
府
中
市
の
青
年

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
、
現
地
の
案
内
・
ス
キ
ー
の
指
導
・

こ
れ
よ
り
、
青
年
団
国
内
研
修
の
報
告
を
し
ま
す
。
町
内

の
若
い
人
達
よ
！
来
年
は
青
年
団
で
国
内
研
修
旅
行
に
行
き

ま
せ
ん
か
。
こ
の
研
修
で
何
か
が
変
わ
る
。

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
青
年
団
員
六

名
に
公
民
館
沖
野
晃
己
主
事
の
お
目
付

役
を
加
え
た
七
人
で
の
研
修
旅
行
で
あ

る
。
肱
川
町
青
年
団
と
し
て
の
研
修
旅

行
の
大
き
な
目
的
は
前
文
で
も
書
い
て

い
る
が
、
参
加
者
個
人
の
目
標
は
様
々

で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
「
ス

キ
ー
に
行
く
ぞ
9
.
」
と
い
う
一
声
で
参

加
し
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
さ
そ
う
で

あ
る
。

＊
こ
こ
で
読
者
の
皆
さ
ん
ヘ
一
言
、
我
々

青
年
団
も
研
修
と
言
う
事
を
忘
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
＊

手
荷
物
の
確
認
を
終
え
て
、
い
ざ
、

,＋̀
,＋̀
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出
発
。
一
路
今
治
港
へ
…

今
治
港
へ
到
着
し
た
の
は
、
午
前
一

時
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
す

で
に
熟
睡
を
し
て
い
る
も
の
も
い
た
が
、

青
年
団
事
務
局
長
ら
し
き
者
の
一
声
で

今
治
市
内
に
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ソ
屋
が

あ
る
と
の
情
報
を
得
て
、
さ
っ
そ
く
味

見
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
計
は
、

午
前
一
時
を
回
っ
て
い
た
が
そ
の
店
は

お
客
で
満
員
で
あ
っ
た
。
各
自
適
当
に

好
き
な
も
の
を
注
文
し
、
丑
三
つ
時
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
し
出
さ
れ
た
・

も
の
を
ぺ
ろ
り
と
退
治
し
て
し
ま
っ
た
。

中
に
は
、
不
謹
慎
に
ビ
ー
ル
な
ん
て
物

を
嗜
ん
で
い
る
も
の
も
い
た
。
そ
れ
は
、

さ
て
お
い
て
各
自
お
な
か
も
落
ち
着
い

た
と
見
え
て
、
今
治
港
で
出
港
の
時
間

ま
で
ぐ
っ
す
り
と
休
ん
で
い
た
。
（
午

前
五
時
出
港
）

ナ
ン
ト
、
我
々
が
の
っ
た
三
原
国
道

フ
ェ
リ
ー
は
、
乗
船
時
間
が
一
時
間
四

十
五
分
し
か
な
い
。
完
璧
に
寝
た
気
が

し
な
い
。
し
か
し
、
車
の
工
ソ
ジ
ン
を

か
け
船
か
ら
降
り
て
出
発
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
我
々
の
車
二
台

は
、
フ
ェ
リ
ー
か
ら
と
こ
ろ
て
ん
が
押

し
出
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
港
に
下
ろ
さ

れ
た
。
仮
眠
も
取
る
ま
も
な
く
、
早
速

走
り
出
し
た
。
一
時
間
三
十
分
後
に
は
、

上
下
町
役
場
で
府
中
市
の
青
年
グ
ル
ー

プ
と
合
流
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

各
自
、
運
転
者
の
こ
と
は
関
係
な
く
晴

天
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ

三
原
港
か
ら
国
道
二
号
線
・
百
八
十

四
号
線
・
四
百
三
十
二
号
線
を
経
由
し
、

こ
う

g

ぐ
ん

じ

ょ

う

げ

ち

ょ

う

や

く

ば

広
島
県
甲
奴
郡
上
下
町
役
場
へ
と
向
か
っ

こ。t
 こ

こ
で
遅
く
な
っ
た
が
、
参
加
者
の

紹
介
を
し
よ
う
。
市
之
畦
の
橋
本
孝
博

団
長
（
役
場
勤
務
）
、
藤
野
原
の
石
田
ゆ

か
り
さ
ん
（
農
協
予
子
林
支
所
勤
務
）
、

中
居
谷
の
稲
田
利
絵
さ
ん
（
森
林
組
合

勤
務
）
、
大
井
章
裕
さ
ん
（
役
場
勤
務
）
•

中
野
の
河
内
由
美
子
さ
ん
（
役
場
勤
務
）
、

上
鹿
野
川
の
桑
原
昌
子
さ
ん
（
中
野
幼

稚
園
勤
務
）
、
公
民
館
の
沖
野
晃
己
主

事
の
七
名
で
あ
る
。
こ
の
七
名
に
加
え

て
、
府
中
市
の
青
年
グ
ル
ー
プ
（
桑
田

氏
•
前
川
氏
・
後
藤
氏
・
西
本
氏
）
の

四
名
が
参
加
を
し
て
く
れ
た
。

さ
て
、
話
を
本
題
に
移
し
：
．
o

我
々
は
、
時
間
ど
お
り
上
下
町
役
場

に
到
着
し
、
桑
田
氏
の
案
内
で
ヒ
バ
バ

レ
イ
ス
キ
ー
場
に
向
か
っ
た
。
あ
ら
か

じ
め
、
桑
田
氏
に
は
「
今
回
は
初
心
者

を
二
名
、
若
干
初
心
者
に
毛
が
生
え
た

よ
う
な
者
二
名
、
そ
し
‘
て
最
近
ノ
リ
に

の
っ
て
い
る
中
級
者
三
名
、
計
七
名
で

参
加
を
す
る
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
」

と
伝
え
て
お
い
た
。
さ
す
が
は
、

桑
田

つ
わ
も
の

氏
。
期
待
ど
お
り
の
兵
ぞ
ろ
い
で
あ
っ

た
。
特
に
、

西
本
氏
は
体
格
が
良
く
、

愛
車
の
三
菱
デ
リ
カ
を
豪
快
に
乗
り
回

し
、
気
温
マ
イ
ナ
ス

6
℃
、
路
面
は
積

雪
＆
凍
結
状
態
の
と
こ
ろ
を
見
事
な
ド

〇
府
中
市
青
年
グ
）
ー
プ
と

合
流

く
り
熟
睡
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
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0
ヒ
バ
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
に
て

ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
突
っ
走
っ

て
い
っ
た
。
そ
ん
な
走
り
に
我
々
一
行

は
、
付
い
て
行
け
ず
、
特
に
橋
本
団
長

は
、
初
め
て
の
積
雪
道
路
＆
路
面
凍
結

で
顔
面
真
っ
青
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

い
文未

だ
に
記
憶
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
我
々

一
行
は
、
九
時
三
十
分
に
ヒ

バ
バ
レ
イ

ス
キ
ー
場
に
到
着
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
我
々
の
中
に
は

こ
れ
か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
よ
う
か
な
と

言
う
人
も
い
る
の
で
、
ま
ず
は
初
心
者

の
指
導
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と

言
っ
て
も
、
わ
が
青
年
団
員
は
雪
景
色

に
見
せ
ら
れ
て
、
初
心
者
の
お
世
話
も

せ
ず
勝
手
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
府
中
市
の
青
年
グ
ル
ー
プ
の
出

番
で
す
。
見
事
な
手
と
り
足
と
り
の
個

人
教
授
で
、
楽
し
そ
う
に
初
心
者
の
皆

さ
ん
も
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
我
々
も
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、
ス
キ
ー
の
や
り
初
め
は
、
体
の
自

由
が
利
か
ず
、
滑
る
、
こ
け
る
の
恐
怖

感
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
足
は
段
々
と
痛

く
な
る
し
、
非
常
に
い
い
思
い
出
が
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

昼
食
を
終
え
、
後
藤
氏
の
一
声
で
山

の
頂
上
へ
行
こ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
当
然
、
初
心
者
の
お
二
人
さ

ん
も
連
れ
て
行
こ
う
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
場
の
頂
上
と

言
う
の
は
、
非
常
に
傾
斜
が
き
つ
く
、

優
雅
に
滑
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
リ
フ
ト
で
頂
上
に
上
が
れ
ば
、

非
常
に
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
気

持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。
さ
す

が
に
初
心
者
の
お
二
人
さ
ん
は
、

行
く
の
を
断
念
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
も
（
大
井
）
こ
の
時
断

念
を
し
て
お
け
ば
と
、
思
い
ま

し
た
が
調
子
に
乗
っ
た
の
が
運

の
尽
き
、
皆
さ
ん
の
足
を
引
っ

張
り
な
が
ら
、
や
っ

と
の
思
い

で
降
り
て
き
ま
し
た
。
気
温
は
、

日
中
で
も
マ
イ
ナ
ス

4
℃
程
度

は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
汗
ビ
ッ

シ
ョ
リ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
も
う
一
回
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
て
行

け
ず
断
念
を
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
後
藤
氏
、
西
本
氏
、
橋
本

団
長
、
石
田
、
桑
原
の
四
名
は
勇

西本氏と稲田さん

我
々
の
一
行
は
、
二
日
目
に
広
島
市

の
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
参

〇
何
度
訪
れ
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
平
和
記
念
公
園

敢
に
頂
上
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
し

こ。t
 夕

方
五
時
を
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
に
、

参
加
者
は
い
い
研
修
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
す
が
に
五
時
近

く
に
な
る
と
、
雪
の
表
面
が
凍
り
始
め

て
い
ま
し
た
。
段
々
と
思
う
よ
う
な
滑

り
が
で
き
な
い
、
ま
だ
滑
り
た
い
と
言

う
気
持
ち
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一

滑
り
が
事
故
の
基
で
す
。
そ
ん
な
思
い

を
残
し
て
、
ヒ
バ
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

楽
し
く
ス
キ
ー
を
し
た
後
は
、
さ
ら

に
楽
し
い
交
流
会
を
ス
キ
ー
場
か
ら
一

時
間
＝
―
十
分
ほ
ど
車
で
走
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
、
庄
原
市
で
用
意
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
青
年
グ
ル
ー
プ
の
活

動
状
況
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
、
目
標
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や

は
り
ど
の
青
年
グ
ル
ー
。フ
も
大
き
な
組

織
で
は
あ
ま
り
動
か
ず
、
個
別
な
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
が
多
い
よ
う
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
兵
た
ち

実
は
、
後
藤
氏
を
除
い
て
余
り
お
酒
は

飲
め
な
い
よ
う
で
す
。
特
に
西
本
氏
は
、

体
格
も
含
め
ス
キ
ー
然
り
、
何
に
お
い

て
も
豪
快
で
し
た
が
お
酒
は
ビ
ー
ル
一

杯
で
十
分
だ
そ
う
で
す
。

つ
わ
も
の

0
兵
た
ち
と
交
流
会

3
 

3
 

2
 

2
 

5
 

8
 

内
―

案

824
線号2

 
3
 

4
 

場

SO
道国

一キ
／
~
麟

場
〗
魯

ス

凍

イ

一

レ

キ

面路

ス

.
，1. 

ゞ

ィ

ー

ル

潔
ー

r
¥
 

3¥
 

J
 

ーヒ
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中国自動車道

三原

＼ 

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
久
し
振
り
の
見
学

で
し
た
。
以
前
よ
り
設
備
が
整
い
、
非

常
に
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
い
資
料
館

に
変
身
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の

: 

調子にのりすぎて大転倒の橋本団長！

は
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
の
悲
惨
な

出
来
事
、
原
爆
ド
ー
ム
、
世
界
の
人
々

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
慰
霊
碑
へ
の
千
羽

鶴
の
数
々
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
戦
争
の

怖
さ
、
そ
し
て
愚
か
さ
を
痛
感
し
ま
し

こ
。t
 楽

し
い
ス
キ
ー
の
研
修
の
翌
日
は
、

ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
キ
ソ
グ
な
研
修
で
し

た
が
、
と
て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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肱川町防災の日

行政相談

心配ごと相談

町内各小学校（幼稚園）入学式

肱川中学校入学式

0

6

2

0

 

1

1

2

3

 

，
 

肱川分校入学式

中野幼稚園入園式

農業委員会

定例部落長会

税金等出張受入れ

3/26,-...__,4 /29 鹿野川しゃくなげまつり 4 / 6,..___,4 /15 春の交通安全運動

4月の日曜・祝日当直医

日 当 I 直 医 電 話

小 J 11 医 院
44- 2815 7 日 （内子町 9 区）

（日） 城戸 眼科医院 24- 1010 
（東 大 洲）

古 J 11 医 院
44- 2407 1 4,日 （内子町 6 区）

（日） 大久保内科医院 26- 1131 
（八 多 号＋ ） 

町 田 医 院 43- 0211 2 1 日 （内子町 7 区）

（日） 菊原外科医院 24- 4646 
（若宮）

成 田 医 院 47- 0061 2 8 日 （内子町大瀬）

（日） 石村整形外科医院 23- 5767 
（若宮）

2 9 日
土居・内科外科医院 44- 5521 

（五十崎町）

（月） 大洲記念病院 25-2022 
（徳森）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してか
らお出かけください。
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↑一

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 居
屯 話

月・火
市立大洲病院

（大洲市西大洲）
24- 2151 

水
加 戸 病 院

（大洲市若宮）
24- 5101 

木～日
大洲中央病院

（大洲市東大洲）
24- 4551 

所

時

間

4
月
1
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー＿

午

直

砧

30
分

月

B
 
場

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

日。
C
〕
坦

相

談

日

大
洲
商
工
会
議
所

4
月

5
日
（
金
）

4
月
22
日
（
月
）

内

子

町

商

工

会

4
月

8
日
二
月
）

4
月

23
日
（
火
）

場

所

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

◎
行
政
相
談

▽

日

時

4
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五

0
八

担

当

相

談

員

福

田

保

ヽ
ー

和

雄

4
月

5
日
（
金
）□

竺

相

談

日

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
心
配
ご
と
相
談

玉
口
：
国
[

m
◎
4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
（
月
）
か
ら

（
出
す
の
は
4
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山

・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川

・

中
野

・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

4
月
9
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
か
ん
・
鑑
札
・
予
防
注
射

済
票
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

月

所

時

間

4
月2
6日
（
金
）＿保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
」
〗
馴

3
”

日

場

◎

献

血

所

時

間

4
月
9
日
（
火
）
＿保
健
セ
ン
タ

1:119臼鍔

月

日

場

所

時

4
月
2
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー

9
”
3
0

分
ー

※
雨
天
の
場
合
は
、
4
月
5
日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

月

町

T
[
5

知

時
午
前

9
時
30
分
ー

4
月
4
日
（
木
）
一宇

和

町

方

面
一

◎
そ
よ
風
の
会

月

日

場

阻1

◎
元
気
印
教
室

月

先

時

間

4
月
1
1
日
（
木
）
一
大
洲
市
徳
森
公
菌
＿
午
昇
鴨
峠

日

行

◎
B
C
G
予
防
接
種

月

日

場

所

時

間

午
後
1
時
30
分

?
2
時

4
月
3
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
幼
児
教
室

間
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